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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（村中徹也） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は27人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 、〇議長 村中徹也 本日 諸般の報告については

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第３号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（村中徹也） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより鎌田ちよ子議員、

菊池憲太郎議員、新谷泰造議員、大瀧次男議員、

、 、 、工藤孝夫議員 佐々木隆徳議員 浅利竹二郎議員

新谷功議員、澤藤一雄議員、石田勝弘議員、横垣

成年議員、上路德昭議員、中村正志議員、野呂泰

喜議員の順となっております。

本日は、鎌田ちよ子議員、菊池憲太郎議員、新

、 。谷泰造議員 大瀧次男議員の一般質問を行います

◎鎌田ちよ子議員

〇議長（村中徹也） まず、鎌田ちよ子議員の登壇

を求めます。１番鎌田ちよ子議員。

（１番 鎌田ちよ子議員登壇）

（ ） 。 、〇１番 鎌田ちよ子 おはようございます １番

公明党の鎌田ちよ子です。

初めに、昨年９月にも大きな地震に見舞われた

ニュージーランドクライストチャーチで、先月

22日、富山外国語専門学校生を含む多くの方が負

傷、亡くなられ、また安否不明者多数との連日の

報道に胸が痛みます。被災者、ご家族、さらに関

係者の皆様に対し、哀悼の意を表するとともに、

一日も早い復興をお祈りいたします。

また、一昨日、三陸沖を震源に県内でも震度４

を記録した地震がありました。災いは忘れたころ

にやってくると申します。日ごろの備えをもう一

度互いに心してまいりたいと決意を新たに、むつ

市議会第207回定例会に当たり一般質問をいたし

ます。市長並びに教育委員会委員長におかれまし

、 。ては 明快で具体的なご答弁をお願いいたします

質問の１は、予防医療について、検診率向上の

取り組みについてお伺いいたします。市民検診事

業は、健康増進法に基づく健康事業を実施し、疾

病の早期発見を図ることにより、市民の健康増進

に資するために行われています。日本は、世界有

数のがん大国である反面、命を守るがん対策では

発展途上国と言われます。がん対策の柱の一つで

あるがん検診について、がん対策基本計画におい

て、2011年度までに受診率50％以上という大きな

目標を掲げ、その一環として女性特有の乳がん、

子宮頸がんの検診率を上げるため、一昨年第１次

補正予算に216億円計上され、一定の年齢の方を

対象にがん検診無料クーポンの配布が実現し、検

診率向上に大きな後押しになりました。

私たち公明党女性委員会は、これまで女性特有

のがん対策強化について、署名活動、要望活動、

健康セミナー開催や、また街頭に出て「クーポン

券は届きましたか 「検診を受けましょう」と」、

皆様に呼びかけるお知らせ運動を行ってまいりま

した。その中で若い方から、無料クーポン券が届

いたので、初めて検診に行ってきたとのうれしい
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声も伺っています。

、 「 」私は 先日青森市で開催された がんのひみつ

の著者である東大の中川恵一准教授の講演会に参

加いたしました。秘密と表現されているのは、学

問的な専門領域、難しいことではなく、基礎的で

大事な情報が市民に伝えられない、知らないまま

秘密になっているという警鐘の裏返しです。

がんは、昭和56年以降、日本人の死因の第１位

となっており、２人に１人ががんになり、３人に

１人はがんで死ぬという世界一のがん大国であり

ながら、多くの日本人は自分ががんになるとは思

っていない。中川先生は、理由として、がんが秘

密の状態だからと指摘されました。

中川先生は、身近な乳がんのデータで説明され

ました。ＤＮＡが傷ついてがんが１個できて、そ

れが１センチになるのに15年かかります。１セン

チのがんが10センチになるのに５年です。１セン

チ以下のがんは発見できません。早期がんは乳が

んでは２センチです。１センチから２センチにな

るには１年半です。この間で発見することが大事

であり、２センチまでの早期がんでは、治癒率が

９割以上であり、検診率や精検受診率向上につい

て、中川先生は、がんがどういう病気であるか知

ること、伝えることが大切ですと話されました。

、 、予防医療について 本市の検診事業としての１

がん検診無料クーポン事業取り組み成果と今後の

事業支援について、２、各種がん検診受診率向上

に向けた取り組みと今後の課題についてお伺いい

たします。

質問の２は、福祉行政、介護保険事業について

お伺いいたします。今、日本は、人類がかつて経

験したことのない超高齢社会に突入をしておりま

す。そして、だれもが長寿を喜び、また安心して

暮らせる社会を求めており、この中で特に介護は

高齢者の生活に欠かすことのできないサービスで

す。介護の現場では、サービス量の大幅な伸びに

より介護保険の総費用の急速な増大、またいつま

で待っても入居できない施設入居待機者、老老介

護、シングル介護、介護うつなどの課題が発生し

ています。

ところで、平成12年度に導入された介護保険制

度も10年が経過いたしました。第４期介護保険事

業計画がスタートしており、計画策定の背景とし

て介護予防の推移と多様な介護サービスの基盤整

備及び高齢者が健康で生きがいを持った生活を送

ることができるように健康づくりや介護予防事業

を積極的に推進するとともに、高齢者の権利擁護

や地域における生きがいづくり、社会参加に向け

て支援を図ることを目的に策定していますと挙げ

ています。

高齢者のひとり暮らしや高齢者のみの世帯の増

加や認知症対策など、高齢者を取り巻く状況は日

々変化しており、個々の状況に対応したサービス

提供が求められております。介護保険制度導入

10年経過した現在、本市の拠点整備、保険料滞納

など、介護保険事業の現状と課題についてお伺い

いたします。

質問の３は、教育行政、１、新年度より全面実

施となる新学習指導要領についてお伺いいたしま

す。

移行期間を経て 本年４月より小学校 平成24年、 、

度からは中学校と順次全面実施になる新学習指導

、 、 、要領はゆとりでも詰め込みでもなく 知識 道徳

体力のバランスのとれた生きる力をはぐくむ教育

とし、基礎的な知識や技能の習得と思考力、判断

力、表現力の育成を強調しています。全面実施に

向けた本市の取り組み状況並びに現状の認識につ

いてお伺いいたします。

２、奨学金制度についてお伺いいたします。本

市の条例では、奨学金制度の目的として 「高等、

学校又はそれと同等以上の学校に修学しているも

のに対して、修学上必要な学費「奨学金」を貸与
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し、もって人材を育成することを目的とする」と

あります。また、資格要件としては 「学校教育、

法に規定する高等学校、大学、大学院、高等専門

学校又は修学年限２年以上の専修学校若しくは各

」 。種学校に在学している と定義づけられています

教育の機会均等を図るため、経済的な理由により

修学困難な方に対して学費の貸し付けを行い、広

く有能な人材を育成することであり、学びたい子

供たちが家庭の経済状況に左右されることなく、

皆平等に学べることはすばらしいことです。今や

、 。98％の生徒が高校進学を希望し 入学しています

ところで、高校卒業後でありますが、就職難の

ため、大学や各種専門学校に進路変更を余儀なく

されている生徒さんが多いと伺っています。経済

的な理由で大学進学をあきらめ、就職活動をする

中では、最低限の資格取得を要求されます。免許

取得のために、各種専門学校へ入学したいと奨学

、 、金制度利用を希望したとき 本市の奨学金制度は

修学年限２年と定義され、１年の専門学校には適

用されない現状にあります。資格取得を目指し、

一日も早く就職し、親に心配をかけないで頑張ろ

うとしている子供さんに冷たい制度です。就職氷

河期などと揶揄されます。特に本市の現況は厳し

く、早急な打開策として市の奨学金貸付制度を利

用しやすい制度にしていかなければなりません。

奨学金制度見直しについては喫緊の課題と認識い

たします。市長のご所見をお伺いいたします。

次に、本市の奨学金制度は、これまで対象枠の

拡大や貸与枠の増額がなされてまいりました。修

学支援として利用していただきたい反面、景気の

悪化や雇用情勢の悪化などで返済滞納が問題化し

ております。現在の貸付状況や滞納者数、返済の

現状についてお知らせください。

、 。３ 読書活動の推進についてお伺いいたします

平成20年６月に、衆参両院全会一致で国民読書年

に関する決議が採択され、制定されましたが、そ

の背景には、衆議院での決議文の中に 「我が国、

においては近年、年齢や性別、職業などを越えて

活字離れ、読書離れが進み、読解力や言語力の衰

退が我が国の精神文明の変質と社会の劣化を誘引

する大きな要因の一つとなりつつあることは否定

できない」とあるとおり、日本社会の劣化や精神

文明の衰退を避けるためには、読書活動の活性化

が必要であるという認識があったためでありま

す。読書活動を推進するためには、学校、家庭、

地域が連携し取り組むことが重要であります。読

書活動推進の現状と課題についてお伺いいたしま

す。

以上、３項目について質問をいたしました。明

快かつ具体的なご答弁をお願いいたしまして、壇

上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 鎌田議員のご質問の１点目

予防医療についてお答えいたします。

最初に、子宮頸がん、乳がんの検診無料クーポ

ン事業についてのご質問ですが、本事業は女性特

有のがん検診推進事業として、一定の年齢に達し

た女性を対象に子宮頸がん検診、乳がん検診、そ

れぞれの無料クーポンと検診手帳を送付すること

により、検診受診率の向上、さらにはがんの早期

発見と正しい健康意識の普及及び健康増進等を目

的として、平成21年度より国庫補助事業として実

施しております。

本事業の今後についてでありますが、国の補助

が平成21年度の全額補助から、平成22年度は前年

度補助実績の２分の１に減額され、国の補助の先

行きが不透明でありますが、すべての人に機会を

与えるためにも、５年間は事業を継続したいと考

えておりますので、今後の国の動向と本事業の効

果を見きわめながら、事業のあり方について検討

してまいりたいと考えております。
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次に、各種がん検診の受診率向上に向けた取り

。 、組みと課題についてであります 現在むつ市では

胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮頸

、 。がん 乳がんの各種がん検診を実施しております

検診体制は、特定健診等と各種がん検診が同日受

診できる総合健診を中心に実施しており、土日の

休日検診や子宮頸がん及び乳がん検診につきまし

ては夜間の検診を実施するなど、受診しやすい体

制づくりに努めておりますが、がん検診の受診率

は県や国との比較では依然として低い状況にあ

、 。り 受診率の向上が大きな課題となっております

受診率の向上のためには、がん検診の重要性と

必要性を伝えながら、がん検診に関心を持っても

らい、受診していただくことが肝要であると考え

ます。

そこで、健康教室等の各種保健事業での啓発は

もちろんのこと、市政だよりやホームページ等を

活用し、がん検診について理解を深めてもらえる

ように働きかけていきたいと考えております。

また、平成23年度からは女性特有のがん検診推

進事業に加え、一定の年齢に達した方が無料で大

腸がん検診を受診できる働く世代の大腸がん検診

推進事業が実施されます。さらに、これらの推進

事業を活用しながら、40歳の方が各種がん検診を

無料で受診できるように、市独自の事業として

40歳がん検診推進事業を開始し、受診者に対する

自己負担の軽減と受診機会のきっかけづくりを推

進していきたいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

なお、女性特有のがん検診事業の取り組みと成

果については、担当部長からお答えいたします。

次に、福祉行政についてのご質問の介護保険事

業についてお答えいたします。西暦2025年、平成

37年に予測される全国の高齢化率は30.5％と言わ

れており、むつ市においてもほぼ同じ数値が予測

されているところであります。そして、14年後の

この年が、団塊世代と言われる方々が75歳以上の

後期高齢者になるという年でもあります。つまり

介護保険制度は当面の事業の山場をこの年に設定

し、介護サービスや基盤整備等を計画していかな

ければならないものと認識いたしているところで

あります。したがいまして、被保険者の負担とな

る介護保険料と将来的に必要となる介護予防を含

む事業量、基盤整備の充実との兼ね合い、それら

のバランスを見定めながら、今後の介護保険事業

を展開してまいりたいと考えております。

詳細につきましては、担当からご説明申し上げ

ます。

３点目の教育行政のご質問については、教育委

員会からご答弁申し上げます。

〇議長（村中徹也） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 鎌田議員の新学習指導要領

全面実施に向けた本市の取り組み状況及び現状の

認識についてのご質問にお答えいたします。

議員ご指摘のとおり、新しい学習指導要領は、

生きる力をはぐくむという現在の学習指導要領の

基本理念を踏襲したものであり、改訂のポイント

、 、 、 、 、は 基礎的 基本的な知識 技能の習得 思考力

判断力、表現力の育成、確かな学力を確立するた

めの授業時数の確保、学習意欲の向上と学習習慣

の確立、豊かな心と健やかな体の育成のための指

導の充実であります。

これらの方針を受け、教育過程の基本的枠組み

としては、小・中とも国語、社会、算数、数学、

理科等の授業時数の増加、小学校外国語活動の新

設、総合的な学習の時間の縮減等が挙げられ、小

学校は平成23年４月から、中学校は翌年の平成

24年度から全面実施になります。

新学習指導要領の実施に向けてのむつ市の取り

組み状況でありますが、各小・中学校においては

既に昨年度より確かな学力の確立のために授業時
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数の確保、学習内容の精選、移行教材を組み込ん

だ教科の年間指導計画の作成等に留意した教育課

程の編成がなされております。特に授業の充実に

関しては、基礎的、基本的内容の確実な習得や表

現力、判断力、応用力の育成のための授業改善、

工夫に取り組んでいる状況にあります。

今回の改訂における教育内容改善のポイントと

して、言語活動の充実が挙げられ、国語科はもち

、 、 、 、ろん 小・中学校の全教科において 討論 発表

レポートの作成などの多様な言語活動を行い、考

えを深めたり発表したりするなど、言語の力をは

ぐくむことが強調されております。むつ市教育研

修センターでは、授業づくり講座を開催し、教職

員一人一人の授業改善への取り組みを支援してお

ります。

また、理数教育の充実に関しましては、子供た

ちの科学的な見方や考え方を育成するための観

察、実験を充実させるために、昨年度は理科教育

振興費として、市内各小・中学校に100万円の予

算を配分し、新学習指導要領対応の実験器具や教

材等の支援を行っております。また、各教室に大

、 、型液晶テレビの設置 コンピューター等を配置し

充実した学習活動が可能となるように努めている

ところであります。

さらに、中学校の武道の必修化に向け、畳、す

べりどめネット、投げわざ練習用マットなどの必

要な教材や備品等は既に今年度中に各学校に配備

し、完全実施に対応している状況にあります。

小学校外国語活動につきましては、一部マスコ

ミの報道で実施に不安の声もあるというのが事実

でありますが、ねらいは外国語に興味、関心を持

ち、日常的な表現になれ親しみ、コミュニケーシ

ョン能力の素地を養うことであります。

市内各小学校においては、平成21年度より２年

間にわたり年間20時間の学校独自の外国語活動研

修を実施し、教員自ら英語に触れ、指導方法や英

語力のスキルアップの研修に努めてきておりま

す。

外国語活動の実施状況につきましては、２年間

の移行期間で数多く実施され、特に今年度は８割

の小学校が年間35時間、残りの小学校も20時間以

上の外国語活動の授業を実施した旨の報告を受け

ております。

実施に当たっては、文部科学省発行の英語ノー

トを活用し、外国語指導助手と担任の先生が共同

で授業実践をしております。外国語活動に関して

は、着実に準備が整っているものと受けとめてお

ります。

教育委員会としては、今後も小学校教員のため

の英語力スキルアップの研修を継続し、各学校で

楽しい外国語活動が展開されるよう支援してまい

りたいと考えております。

知、徳、体の調和のとれた生きる力を育成する

学習指導要領の完全実施に当たり、児童・生徒一

人一人の学びを大切にしたきめ細かな指導が各学

校でなされるよう指導助言し、支援を強化してま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、奨学金制度の見直しについてのご質問に

お答えいたします。奨学金制度は、経済的理由に

より修学が困難なものに対して、その資金を貸与

し、経済的に支援することにあります。市の制度

では、高等学校等に１年以上在学している者の資

格要件として、残り２年以上の修業年限があるこ

ととしております。これは、奨学金の原資である

育英基金に限りがあり、ある程度制限を設けた運

用をせざるを得ないこと、さらに高等学校、大学

等の修業年限が長いものについては、長期間にわ

たる家計負担を伴い、経済的に弱い立場の方々に

とっては、その財源の捻出に大変苦労をしている

現実を考えますと、行政としてできる限りの支援

をしたいと考えておりまして、それが２年以上の
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修業年限があることとしているものであります。

、 、このことから 専修学校及び各種学校についても

これと同様に２年以上の修業年限を設けているも

のであります。

また、各種学校における１年未満の修業年限に

ついては、簡易に習得することができる技術、技

能等の課程のものも含まれており、これらを支援

することは修学支援というよりも、就業支援とい

った要素が強いことから、教育委員会としては奨

学金の資格要件から除外しておりますことをご理

解賜りたいと存じます。

次に、奨学金の貸付状況と返済の状況について

、 、 、でありますが 平成22年度の貸与は 高校生20人

大学生109人、専門学校等17人の計146人で、貸与

額は4,897万5,000円となっており、返還につきま

しては、１月末現在で現年度分が5,131万5,000円

の予定額に対し、3,911万2,500円で、76.22％の

、 、回収率 滞納分が2,286万6,000円の予定額に対し

332万6,900円で14.55％の回収率となっておりま

す。

貸付金の今年度返還対象者は431人で、うち滞

納者が106人となっておりましたが、電話催告、

連帯保証人も含めた文書催告、戸別訪問による催

告により１月末現在では滞納者が69人となってお

ります。

また、平成23年度以降の返還分を繰り上げて返

済した額が733万5,000円となっており、１月末現

在での返済総額は4,977万4,400円となります。非

正規労働者の増加や就職難という現実があるもの

の、社会規範意識等の希薄化によると思われる滞

納者もあることから、収納対策をさらに強化し、

基金の確保に努めたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、読書活動推進の現状と課題についてのご

質問にお答えいたします。国では、近年における

年齢や性別、職業等を超えての活字離れ、読書離

れが進み、読解力や言語力の衰退を招いているこ

とに危機意識を持ち、平成13年には子どもの読書

活動の推進に関する法律、さらに平成17年には文

字・活字文化振興法を制定し、学校における朝の

読書運動の急速な浸透、読書のまちづくりの広が

り、さまざまな読書グループの活性化など、国民

の間の読み書き運動の復活、振興を図ってきたと

ころであります。これら一連の読書推進に関する

法律及び行動計画を踏まえ、本県においては県民

全体が子供の読書活動の重要性を理解し、子供が

それぞれの発達段階に応じた読書活動ができるよ

う、家庭、学校、地域がそれぞれの役割を果たす

とともに、協力、連携による子供の読書環境づく

りを進めるため、平成16年に青森県子ども読書活

、 、動推進計画を策定し 県内市町村との連携のもと

子供の読書活動を推進しているところでありま

す。

本市においては、平成19年にむつ市子どもの読

書活動推進計画を策定し、家庭、学校、幼稚園、

保育所、市立図書館等が連携して読書活動の推進

と読書環境の整備充実を図ることとしておりま

す。この計画を具現化するため、読書活動推進の

拠点施設であります図書館では、地域住民の多様

化する学習意欲にこたえるための施設として、快

適な読書環境の保全に努めるとともに、多種多様

な資料及び情報等の積極的な収集、整備による読

書活動の拠点として図書館機能の充実を図り、地

域の教育、文化の向上発展と産業の振興に寄与す

ることを基本方針とし、快適な読書環境の保全に

努め、図書館利用者のニーズに即した基本図書資

料の収集整備による図書資料の情報提供のほか、

読書関連団体及び読み聞かせボランティアグルー

プとの連携、協力のもと、企画事業を展開してお

ります。

今年度は、国民読書年企画事業として 「心に、

残るこの１冊」とのタイトルで図書館利用者から
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のお勧め本を募集、展示をいたしました。さらに

、 。は 読書に関する座談会を開催いたしております

特に子どもの読書活動推進につきましては、重点

項目に据え、大型絵本及び紙芝居を含む児童図書

の充実に努め、読書感想文コンクール、詩歌コン

クールの開催、図書館定例行事及び図書館見学時

におけるボランティアによる絵本の読み聞かせや

紙芝居などのおはなし会、学校及び保育所などか

らの依頼による出前おはなし会は好評を得ている

ところであります。ほかに学校支援として県立図

書館との連携事業であります協力図書及び図書セ

ットの貸出事業、遠隔地の学校、保育所及び集会

所を拠点とした移動図書館車の運行により学校に

おける朝読が定着してきている状況にあります。

また、健康推進課が毎月実施しております10カ

月及び３歳児健診時にブックスタート及びミニミ

ニ図書館を通じて乳幼児期における親子での本に

親しむ時間の大切さ、本の楽しさを分かち合うこ

とを応援する運動を展開しているところでありま

す。

今後子供の読書活動推進に当たり、読み聞かせ

ボランティアのいない地域もあることから、ボラ

ンティア及びグループの養成並びに学校図書館と

のネットワークづくりが喫緊の課題と受けとめて

おりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 鎌田議員ご質問の女

性特有がん無料クーポン事業の取り組み成果につ

いてお答えいたします。

平成21年度の取り組み状況ですが、子宮頸がん

検診は、20歳から40歳までの５歳ごとの節目年齢

の対象者1,739名のうち326名が受診し、利用率は

18.7％、また乳がん検診では40歳から60歳までの

５歳ごとの節目年齢の対象者2,370名のうち536名

が受診し、利用率は22.6％となっております。ク

ーポン券を利用し、受診された方がふえたことか

ら、全体の受診率も上昇し、子宮頸がん検診では

前年より3.4％増の18.3％、乳がん検診は4.6％増

の19.9％となっており、取り組みの成果を得るこ

とができたと考えております。

平成22年度につきましても、現在までの受診状

況はクーポン券の利用率及び子宮頸がん検診、乳

がん検診の受診率も平成21年度をやや上回る見通

しとなっております。

次に、介護保険事業について市長答弁に補足説

明させていただきます。まず、平成21年度から現

時点までの主な介護基盤の整備についても申し上

げますと、新規老人保健施設が１施設29床、特別

養護老人ホームの増床が２施設25床、短期入所施

設の新規開設が１施設20床、同増床が３床の計

77床と、そのほか住宅型有料老人ホームが３施設

62人の定員で新設されております。なお、有料老

人ホームへの介護サービスは、ホームヘルプサー

ビスやデイサービス等居宅系のサービスとなって

おります。

また、今後の計画といたしましては、平成23年

度中に小規模特養の増設が９床、特別養護老人ホ

ームが20床、それぞれ増床、さらに新設として小

規模特養が１施設29人定員と、これに併設する短

期入所施設10床が予定され、合計68床が増床の予

定であります。

なお、今後予定している基盤整備68床につきま

しては、いずれも平成24年度からの第５期介護保

険事業計画の前倒し事業でありますが、その開設

時期は平成24年度、あるいは限りなく平成24年度

に近いもので、今期の介護保険料への影響はほと

んど生じないように計画されているものです。

また、前倒し以外の平成24年度以降の基盤整備

等につきましては、平成23年度中に介護保険事業

計画を策定し、議会において第５期の介護保険料

の決定がなされてからの対応となるものでありま

す。
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次に、保険料滞納件数についてでございますけ

れども、第４期計画が始まってからの平成21年度

からの合計でございますけれども、平成22年７月

１日現在で489人、733件となっており、ほとんど

の方が普通徴収対象者となっております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） ただいまは、３項目につい

て丁寧なご答弁ありがとうございます。再質問と

一部要望を申し上げますので、よろしくお願いい

たします。

予防医療につきましてでありますが、市では新

年度実施されるがん検診推進事業では、一定の年

齢に達した方は大腸がん、胃がん、肺がん、子宮

頸がん、乳がんにかかるがん検診費用を無料にす

る画期的な事業が始まり、期待をいたします。全

がん75歳未満年齢調整死亡率が高い５県として、

2005年度から連続ワーストワンというありがたく

ない記録を更新しているのが本県青森県でありま

す。反面、低い５県のトップを長い間キープして

いるのが長野県です。

以前読んだ毎日新聞の企画で、東大の中川先生

と対談された諏訪中央病院名誉院長の鎌田實氏

は、35年以上前に長野県で胃がん検診の受診率を

上げるために、ともかく早期に見つけると助かる

ということを説明して回られたと話されていまし

た。また、健康づくり教室を開催し、各集落を回

って、年間80回ぐらいやると受診率が上がってき

た、受診しやすいように朝８時前に検診車を出し

たり、日曜検診をしたり、地域の人たちの生活を

見ながら検診を合わせることで検診率を上げたと

話しています。35年以上前からの取り組みの継続

により長野県は全国で低い５県のトップを維持し

ています。

国は、働く世代への大腸がん検診事業を推進し

ています。大腸がん検査キットなどを希望者に直

接送付することにより、検診医療機関に取りに行

く手間や時間が省かれ、気軽に検診を受けようと

いう人がふえると思います。そして、近年の高齢

化に伴い、増加傾向にあるのが前立腺がんです。

前立腺がんは、大腸がんとともにふえています。

前立腺がんも早期に発見することにより、治癒率

が高いがんの一つです。ＰＳＡ前立腺特異抗原値

の測定による診断方法の普及により、早期発見が

可能となっています。

先ほどのご答弁でもございましたが、これから

、 、の検診事業全般におきましては 特に１年生検診

検診年齢になる年の際には丁寧に説明するなど、

また学校においてもがんについて教育の一環で取

り組んでいただくことなど、市民意識を高くする

こと、また市民感覚に寄り添った検診を検討すべ

きと考えます。

、 。検診のあり方について 再度お伺いいたします

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（鴨澤信幸） 今後のがん検診のあ

り方についてのご質問にお答えいたします。

がん検診には、がんを早期に発見し、早期治療

に結びつけ、がん死亡率を減少させるという目的

があります。そのためには、がん検診受診者の増

加を図ることと、検診後のフォロー体制も含め、

定期的に安心して受診できる検診を提供していく

。 、ことが必要だと考えております 市民の皆様には

がん検診の必要性はもちろんのこと、検診の内容

や効果といった情報についても丁寧かつ十分な周

知を行い、ご自身の健康づくりのためにがん検診

を積極的に活用できるよう啓発活動をより一層推

進してまいりたいと考えておりますので、ご理解

賜りたいと存じます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） 次に、尊敬している上北出

身で青森に開業されている、前に弘前大学の脳外

科の部長先生でありますが、この先生は弘前大学
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で自分で執刀しているときに、もうどうしようも

なくなってから運ばれてくる患者さんを多く診ら

れて、何としても早期に発見したいということで

開業したとのお話を聞く機会がございました。

脳検診の受診についてです。昨今高齢化の進展

に伴い、介護の問題についてはさまざまな議論が

なされているところです。年を重ねても、介護の

お世話にならずに住みなれた地域で元気に暮らす

ことはだれしもの願いです。厚生労働省の統計に

よりますと、要介護になる原因の第１位は脳血管

疾患、２位は認知症で、３位は高齢による衰弱と

なっています。脳血管疾患になると、重篤な状況

を脱した後も手足や体が思うように動かせなくな

ったり、平衡感覚を失ったり、言語障害を起こし

たりとさまざまな後遺症を残す場合が多く、この

病気をもとに脳血管性認知症となる方も多いとの

報告がされています。この病気は、発病してから

の治療では遅く、発病自体を防ぐ予防が重要と言

われています。

さらに近年、隠れ脳梗塞が50歳代など若い世代

の方に急増し、これまで以上に若い世代からの生

活習慣、動脈硬化に着目した健康づくりや、年に

１回はＭＲＩやＭＲＡなどの脳ドックの受診で予

防することが重要であると言われてきました。

特定健康診査の結果を踏まえて、脳血管疾患と

してのリスクの高い方々に対しては脳梗塞や脳出

血などを発見するための検診を受けるように医師

から勧奨された場合など、脳ドック受診者に対す

る助成事業を新たな検診事業として本市の枠組み

に入れていただきたくお願いいたします。

年々高齢化が進み、医療費を抑えるためにも、

予防医療に努めることにより効果が期待されると

ともに、大切な市民の命が守られます。一つ一つ

予防医療につきましては、しっかり検証していた

、 。だき 実のある検診事業推進をお願いいたします

市民の健康で快適な生活守ることは、即国保会

計医療費削減につながります。市民の健康と財政

の健康は密接なつながりがあります。今後の検診

、 。事業について 市長のご所見をお伺いいたします

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 鎌田議員、今さまざまなキ

ーワードをお話しいただきました。医療費削減の

ために予防医療をというふうなこと、これは確実

に進めていかなければいけない、こんな思いをし

ておりますし、さらに脳検診、そして認知症、そ

して衰弱というふうな形の中で、年老いていくわ

けですけれども、そういうふうなところもやはり

意識をした形で予防医療に取り組んでいかなけれ

ばいけないと、こんな思いもいたしました。

また、先ほどのお話の中で、子供たちに検診の

大切さ、これを啓蒙啓発していくことが親御さん

に対して検診を受けなさいよとか、きょうの脳ド

ックはどうだったのとか、そういうふうな形で、

子供たち、学校教育、学校教育とは言いませんけ

れども、そういうふうな場面で子供たちに検診の

大切さ、これをさまざまな形でお知らせ、啓発を

していくというふうなことが、その親御さんたち

にとっての健康に対しての、そしてまた検診に対

しての意識が高まるのではないかと、こんな思い

をいたしたところであります。

それから、ともかく早期に見つけると助かるよ

というふうな、そういうふうなキーワードも私心

に刻み、この予防医療について、市として、そし

てまた保健福祉部にしっかりと指示をして、どう

いうふうな取り組みができるのかということを検

討を重ね、また先ほど画期的なむつ市の予防につ

いての検診のあり方、ご評価をいただきました。

それらもひっくるめまして、着実に、確実に進め

ていきたいと、このように思っておりますので、

ご理解賜りたいと思います。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） 予防医療につきましては、
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よろしくお願いいたします。

さきに教育行政について質問をさせていただき

ます。奨学金につきましてでありますが、就業支

援という教育長からお話をいただきました。やは

り１年のその方々には条例等枠組みがあって、大

変厳しいものかなというのは私自身も承知をして

いるところなのですが、この１年の枠組みを何と

かどういう形でも、その望む子供さんたちに何と

か手を差し伸べてあげられないかなという思いの

中で、希望基金のような何かそういうものをつく

っていただいて、これは市長部局ともすり合わせ

が必要ということも承知しているのですが、再度

奨学金制度のこの１年という枠組みの中で、もう

一度お尋ねをいたします。

この中には、選考委員として16名の方が組織さ

れてありまして、その貸与条例にも書いてありま

すが、こういう方々にも今のこのむつ市の大変厳

しい就職難のことを再度話し合いの場とか、そう

いう形で持っていただけないかなということも含

めて、その見直しについてはもう一歩、タイガー

マスクではございませんが、もう一歩温かい手を

差し伸べられないかということは現場の声を聞い

て強く思いましたので、もう一度伺います。

〇議長（村中徹也） 教育部長。

〇教育部長（佐藤節雄） １年の部分について何と

かならないかというふうなことにつきましてお答

え申し上げたいと思います。

まず、先ほど壇上で教育長が申し上げましたと

おり、奨学資金、いわゆる貸し付けの原資という

のが限りがありまして、その中でいかに有効に、

有効といいますか、効果的に、効率的に支援をし

ていくかというふうなことを考えた場合に、どう

しても２年というものを設定しなければいけない

というふうな考え方でございます。

１つには、先ほど教育長も壇上で申し上げまし

たけれども、いわゆる１年の部分を貸与に加えま

すと、さまざまな業種の部分、いわゆる各種学校

の範囲が非常に広くなります。例えば、これは例

えばなのですけれども、予備校生も一応対象にな

るという形になりますし、ほとんどの１年の各種

学校というのは、例えば資格を取得するための学

校というふうな形になりますので、そうであれば

これは修学支援というよりも、就業支援といった

ほうのとらえ方のほうが適切ではないかというふ

うに考えてございます。これは、市長部局との協

議も必要となりますけれども、そこまで範囲を拡

大しますと、非常に大きな財源が必要となるだろ

うというふうに予測されます。現状の財源の中で

は、これが一番適切な方法ではないだろうかとい

うふうに考えておりますので、ご理解を賜りたい

というふうに思います。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） この育英のための就業支援

について、希望基金のような、そういうものを設

置できないかと思いますので、市長にもう一度伺

います。

〇議長（村中徹也） 市長。

（ ） 、 、〇市長 宮下順一郎 実は この件につきまして

さまざまご要望がありまして、検討した経緯がご

ざいます。その中で、今教育長、壇上での答弁、

そしてまた今部長の答弁のように、現在の基金の

中では、先ほど数字も細かくご説明を申し上げま

したけれども、非常にこれからやはりまだまだふ

えてくるだろうと、そういうふうな部分では、現

在の基金ではなかなか対応が厳しい状況にある

。 、 、と しかしながら この１年でというふうな部分

これは今国の緊急雇用対策だとか、さまざまな部

分の情報がなかなかこの部分で行き届かなかった

部分があったのではないかと、こういうふうなと

ころはやはり反省をしなければいけないだろう

し、やはりさまざまな形でその時期に、もうずっ

とこの２年か３年くらい緊急雇用対策というふう
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なことで、さまざまな制度がありますので、そう

いうふうなところをより一層わかりやすく、高校

の段階での、卒業の段階でのＰＲ、こういうふう

なものを重ねていく必要があるのではないかな

と。

こちらのほうで、部局のほうで基金をというふ

、 、うなことは やはりこういうふうな状況ですので

かなりのまた需要が出てくる可能性もあります。

そういうふうなところでは、現在のところではな

かなか厳しい状況にあると。しかしながら、放置

するのではなくて、さまざまな国の制度、こうい

うふうなものを高校に向けてのＰＲ、そしてまた

告知をしていくというふうな手法をこれからも進

めていくというふうなことで、１年の専修学校、

そういうふうなもろもろについての学資が不足し

ているというふうな子供たちには、ぜひともそう

いうふうな形で、その資料等を差し上げる体制、

これを進めていきたい、このように思っておりま

す。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） 市長から温かい言葉をいた

。 、だきました もし行政のほうに相談があった場合

四角四面のお答えではなく、いろいろな家庭状況

や本人の事情等も聞くなど、人間味の温かな対応

をしていただきたく重ねて要望を申し上げます。

読書活動推進についてでございます。福島県矢

祭町では、読書に親しみ、友だちや家族に読書を

勧めるリーダーになってもらう、小学生を子ども

司書として認定する制度を導入しています。この

制度は、子ども司書の養成講座を開き、図書館、

司書の仕事を体験してもらう中で、この子ども司

書認定制度を導入いたしました。矢祭町には、読

まなくなった本の全国から寄附を呼びかけ、集ま

った蔵書が45万冊、これをもったいない図書館と

いうことでありまして、子ども司書認定には、こ

の図書館をもっと利用してもらいたいというねら

いがあったそうでございます。子ども司書に認定

されるためには、年間15時間の講座を受講するな

ど、いろいろな体験が組まれてありますが、この

結果読書感想文を書いたり、またそのようなこと

の中で子ども司書導入制度を取り入れたそうでご

ざいます。本市においても、この制度については

ぜひ図書館の活動の中で取り入れていただけた

ら、子供たちにもっともっとこの読書の楽しさが

生まれてくるのではないかなと思いまして、お伺

いいたします。

もう一つは 家 と 読む と書いて家読 う、「 」 「 」 （

ちどく）の推進についてでございます。児童・生

徒が本を読むことで、心の栄養をふやし、豊かな

人間性を陶冶し、いじめや学校嫌い、また自殺な

どをなくすることができるのではないかと考え、

家庭内や教育現場での読書の重要性を私も主張し

てまいりました。

今現在学校では、朝、始業時間前の10分間、本

の読み聞かせを行っておりますが、全国で現在小

・中・高と合わせると２万5,000校を超え、約

950万人の児童・生徒が朝読を実践しているそう

でございます。また、お父さんが子育てに参加す

る大きなチャンスともなるこの家読を進める大切

さが今注目を集めております。家読の取り組みで

本市の読書活動を大きく推進していただきたく教

育委員会にご所見をお伺いいたします。

〇議長（村中徹也） 教育長。

〇教育長（遠島 進） まず最初に子ども司書認定

制度導入への所見ということでお答えいたしま

す。

議員ご指摘のとおり、子ども司書認定制度は、

2009年に福島県東白川郡の矢祭町が子ども読書の

街づくり推進事業の一環として考案、実施したも

のであります。現在では、子供の読書活動推進の

ための重要な方法の一つとして、全国各地の自治

体や図書館に広がっております。学校図書館協議
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会による2010年、第56回学校読書調査によります

と、本を余り読まない子供ほど本を見た目で選ぶ

傾向が強く、継続性に乏しいとされております。

この結果から、子供たちが本を選ぶときに見た目

だけではなく、おもしろい本、楽しい本、読んで

ためになる本を紹介する友だちが周囲にいれば、

自分が求める本に出会える子供たちがふえ、読書

習慣の定着に大きなプラスになるものと考えるこ

とができます。こうした友だちに読書のすばらし

さや大切さを伝えるリーダーづくりの一環として

子ども司書制度の導入は検討に値するものである

と受けとめております。

この制度は、法律に基づくものではなく、各自

治体、図書館が独自の方法に基づき実践をしてい

るものであります。子ども司書講座の開設である

とか、子ども司書認定証の交付、子ども司書によ

る地域の図書館でのボランティア活動など、さま

ざまな取り組みが行われております。本市におき

ましても、図書館司書業務の体験活動、それから

読書感想文募集事業の充実など、地域の実情に即

した取り組みを強化したいと考えております。そ

して、こうした経験を得た子供たちが、より読書

に親しみ、学校における読書活動のリーダーとな

るよう、さらにその活動がより多くの子供たちに

波及するよう努めてまいりたいと存じます。

次に、家読の推進についてお答えいたします。

議員ご指摘のとおり、学校における朝読書は全国

的な広がりを見せておりまして、本市におきまし

てもほとんどの学校で朝読書が実施されておりま

す。子供たちの読書活動の推進に大きな役割を果

たしているというふうに思っております。

こうした現状を踏まえ、子供たちが読書の喜び

を大人に伝える家読を推進すべきであるという議

員のご提案に心より賛同するものでございます。

家読の推進により、親子がともに本に親しむこと

を通して、同じ時間や空間を共有して心の交流を

行い、家族のきずなを深めることができるものと

考えております。

家読は、このように非常に有益な活動でありま

すけれども、継続的実施に当たっては、幾つかの

課題も存在しております。１つは、家庭で読む本

の確保についてでありますが、これに関しまして

は、学校図書館、市立図書館等の蔵書の充実によ

り、これを支援していきたいと考えております。

もう一つの課題は、保護者の皆様のご理解をい

かに得るかということであると考えております。

家読の成果は、保護者がその目的を理解し、子供

と一緒に同じ時間や空間を共有するよう努力する

か、またその努力をいかに継続していくかにかか

るものであり、各学校と協力して、家読の意義に

ついて情報発信を行い、広く理解を得るよう努め

てまいりたいと考えております。

先ほどご答弁申し上げたむつ市子どもの読書活

動推進計画の推進に加えて、以上申し上げた取り

組みにより家読を推進し、本市の読書活動を充実

させるとともに、親も子も心の居場所としての家

庭の存在を再認識できるよう努めてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） １番。

〇１番（鎌田ちよ子） ブックスタート事業につい

てでありますが、赤ちゃんの成長にはミルクが必

要なように、赤ちゃんの言葉と心をはぐくむため

には、温かなぬくもりの中で優しく語り合う時間

が大切です。そうした時間を通して赤ちゃんは、

自分が愛されていることや守られていること、大

切な存在であることを体感します。そして、言葉

を呼応させる経験を積みながら、ゆっくりと人を

信頼することを知り、さらには自分以外の人と気

持ちを通わせる力をはぐくむのです。また、赤ち

ゃんと向かい合うそうしたひとときは、周りの大
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人にとっても心安らぐ楽しい子育ての時間になり

ます。このような思いの中から、私はむつ市議会

第186回定例会でブックスタート事業について質

問をいたし、現在事業は平成17年度よりむつ市に

誕生された子供さんに初めて絵本がプレゼントさ

れてから実施されてまいりました。今後ともこの

実施をよろしくお願いいたします。

また、今期を最後に退職されます職員の皆様に

は、これまで果たしてこられました職務と使命に

ついて深く敬意と感謝を申し上げます。退職され

ましても、健康にご留意され、ご健勝であります

ことを願い質問を終わります。

〇議長（村中徹也） これで、鎌田ちよ子議員の質

問を終わります。

午前11時15分まで暫時休憩いたします。

午前１１時０４分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎菊池憲太郎議員

〇議長（村中徹也） 次は、菊池憲太郎議員の登壇

を求めます。６番菊池憲太郎議員。

（６番 菊池憲太郎議員登壇）

〇６番（菊池憲太郎） おはようございます。議席

番号６番、菊池憲太郎でございます。前回の定例

会に続きまして、一般質問をする機会を与えてい

ただきましたこと、深く感謝を申し上げます。

私がむつ市議会議員に当選し、はや６カ月目を

迎えることになりました。この間、国内外におい

てさまざまな事件や災害、そして政変が発生いた

しております。最近では、28人の日本人が被災し

たニュージーランドの地震、30年間も君臨したエ

ジプトのムバラク独裁体制の崩壊など、世界が不

気味に揺れ動いております。特に中東政変の連鎖

が原油価格の高騰にもつながり、世界動向が直接

的に我々に関係してくることから、地方において

も国際的感覚が必要であることを再認識するもの

であります。

また、国内では緩やかな回復傾向にあると言わ

れる景気状況にもかかわらず、就職先が決まらな

い就職難民と言われる若者が行き場を失っている

ことに先行き不安を覚えるものであります。

そして、もう一つ気がかりな統計があります。

このまま過疎化、少子高齢化が続けば、2050年に

は日本の人口が半減し、居住区域の２割が無人化

になるというものです。宮下市長の主要施策であ

る３つの柱の一つにネクスト50へのさらなる飛躍

がありますが、今この瞬間の政治、経済、社会に

関する判断の一つ一つが、こだまのように50年先

まで響きわたって影響すると考えれば、政治にか

かわる者として、漫然としていられないと思うと

ころであります。

それでは、通告に従い質問をさせていただきま

す。

まず初めに、社会資本整備政策について質問い

たします。むつ市及び下北地域は本州最北の地で

あり、約60キロメートル北に伸びた半島でありま

す。その地形のユニークさと、ほぼ四方を海に囲

まれたまさかりの形をした下北半島は、天然、自

然に恵まれた自然共生郷でもあります。しかし、

本州とのつけ根である野辺地からの距離は、今も

昔も生活や経済活動に大きな影響を及ぼしている

にもかかわらず、いまだ時間の短縮が実現されて

おりません あらゆる面で生命線である国道279号。

が依然としてスピード化されないのは何という阻

害でありましょうか。社会資本整備の中でも最重

点事業である交通基盤施設の整備は、政治力、行

政手腕の問われる事業であると言っても過言では

ありません。現在未着手区間、むつ市と横浜町に
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ついて、下北半島縦貫道路概略計画、ＰＩプロジ

ェクトが動き出し、下北半島縦貫道路地域懇談会

が開催されておりますが、報道関係資料のタイト

ルには 「未着手区間むつ市から横浜町の計画検、

討を始めます」とあります。東北新幹線全線開業

、 、直後の今 この時期に検討を始めるという文言は

。 、まことに時期を逸した感を覚えます これまでは

新幹線開業に間に合うようにという年次目標が推

進力となっていたと思いますが、目標となるもの

がない今後において、計画検討とはどのような着

地点を目指しているのでしょうか。東北新幹線が

開業し、在来線が青い森鉄道に変わり、東京―青

森間はスピード化されたものの、むつ市及び下北

地域は逆に不便となった現状においても、動脈と

して下北半島縦貫道路の整備促進を早める対策を

講じなければならないと考えますが、この問題の

キーパーソンである市長の具体的な考えを伺いま

す。

続いて、農林漁業基盤施設整備について伺いま

す。本市では、来年度浜奥内漁港の防波堤、泊地

整備を予定しており、漁業振興への投資を着実に

実施しているものと受け取っております。農商工

連携及び６次産業化など、新たな可能性を秘めた

事業展開を求められている今日、農林漁業におけ

る基盤的施設整備を確実に進めていかなければな

らないと考えます。

例えば農業においては用水路や排水路など、農

業水利施設も耐用年数を迎え、更新する時期とな

っておりますし、農道は農耕車両以外の交通量が

多く傷みが激しくなっているものもあります。漁

業では、水産業の安定収入を図るため、漁港及び

漁場整備を総合的かつ計画的に推進していく必要

がありますし、防災安全施設の整備も怠ることは

できません。今後それぞれの既存施設は改修期を

迎えますが、長寿命化とライフサイクルコストの

低減を念頭にしたストックマネジメントの取り組

みが実施されなければなりません。本市が将来に

向けて策定している基盤施設の長寿命化計画につ

いて伺います。

また 2010年４月に宮崎県で感染拡大し 約29万、 、

頭の家畜が殺処分された口蹄疫や水鳥、猛禽類、

カラスなどから感染すると言われている鳥インフ

ルエンザなど、畜産業に壊滅的な打撃を与える伝

染病などに対処するための畜産環境施設整備につ

いて、当市ではどのような対策を講じているのか

を伺います。

次に、地域産業としての観光政策について伺い

。 、 、ます 本市の主産業は 農林水産業でありますが

社会構造の変化や国際化に伴い、第１次産業を包

含しながら、他に拡大する産業に活路を見出して

いく必要があります。この活路として大きく期待

ができるものは観光産業であります。観光を一大

総合産業として成長させ、経済効果及び雇用の拡

大を目指すべきであります。本定例会の冒頭に示

されました平成23年度一般施政方針にあります文

化財収蔵・展示施設整備事業は、歴史資料や民俗

資料の収蔵保存を進める点で重要であり、また過

去の生活文化を後世に伝えるためにも、展示施設

の必要性は全市民の賛同するところであります

が、観光資源としての活用も図っていく必要があ

ると思います。

、 、 、近年は ご承知のように 物見遊山の観光から

歴史、文化、体験型への志向が高まっています。

特に歴史という素材は注目されています。例えば

西北地域県民局などでつくる検討委員会では、歴

史を観光資源としてとらえ、観光客の誘引を図る

ため、奥津軽歴史探訪というガイドブックを発行

し、西北の歴史や食や体験、物産などと組み合わ

せて楽しむ歴史観光を提案しています。むつ市及

び下北地域においても観光素材となり得る江戸時

、 、 、 、代中期 下北を歩き 民俗 風俗を書きとめた人

菅江真澄や、時代に翻弄され約１年半で廃藩置県
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となった斗南藩、口語歌の先駆者である鳴海要吉

、 。 、など 歴史及び歴史的人物がおられました また

映画界において奇才と言われている映画監督の川

島雄三、文学では「北のまほろば」を執筆した司

馬遼太郎 「飢餓海峡」の水上勉など、誘客とな、

る素材は少なくありません。これらの歴史的観光

資源を再評価し、文化財収蔵・展示施設整備事業

とあわせて歴史観光として新たな商品化ができな

いか、全市的に検討する必要があるものと考えま

す。

また、このたびむつ市、下北観光協議会及び下

北地域県民局において観光コースや体験プランを

紹介するパンフレット「感動半島しもきた」を発

行されました。その中の滞在型プログラムは、温

、 、 、 、 、 、泉 自然 歴史 文化 食のテーマごとに 体験

学習、交流などを行う38のプログラムがあるとさ

れています。観光に光を当てた対策が着実に進ん

。 、でいることに対し評価したいと思います しかし

下北滞在プログラムのワークショップで講師を務

めるＪＴＢの清水愼一常務は、旅行商品ごとの窓

口を一元化することが旅行者誘致対策では必要だ

と強調しておりますし、私も地域の本物と触れ合

う着地型の観光にも配慮をすべきであると考えて

おります。

この旅行商品ごとの窓口を一元化した成功事例

としては、長野県南部の15市町村、企業、団体な

どが出資した南信州観光公社があります。これと

いった観光資源のない中山間地域や体験型の教育

旅行で成功していると言われており、学ぶべき点

が数多くあるように思います。下北地域のかなめ

の都市であるむつ市が中心となり、既成概念を超

えた新しい感覚で旅行業の許可などを持った新た

なビジネスモデルを組織、構築できないか、市長

のご所見をお伺いいたします。

次に、首都圏における観光物産情報発信拠点施

設（アンテナショップ）について伺います。先般

、 、の一般施政方針の説明によりますと 今月の12日

くしくもあすでありますが、あおもり物産ショッ

プ・むつ下北が東京都江東区亀戸香取勝運商店街

の一角にオープン予定であるとされております。

亀戸香取勝運商店街は、江東区でも最も古い歴史

を持ち、この春、昭和30年代をキーワードとした

観光レトロ商店街を目指しリニューアルオープン

するとインターネットで情報配信され、地域住民

から待望されているようであります。このあおも

り物産ショップ・むつ下北は、むつ市出身の方の

協力により、むつ下北から送られた食材を販売す

る下町ショップのようでありますが、東京は都民

というよりは全国への発信基地でもあることか

ら、国際的に繁華な銀座、有楽町、東京駅周辺な

ど、全国の人々の目に触れられる場所に下北半島

の自治体が結束をして行政が主導する力の入った

アンテナショップも検討すべきではないかと思い

ますが、市長のご所見をお伺いいたします。

次に、農林水産業の活性化について質問いたし

ます。青森県や学識経験者及び中国と取引のある

企業の担当者でつくる県中国取組戦略検討委員会

が本県の農林水産品や観光資源を中国圏の富裕層

に売り込むための基本戦略案をまとめたと新聞で

報道されました。基本戦略は、来年度から３カ年

が対象となっているようであります。本市におい

ても、下北ブランドの知名度向上と販売による外

貨の獲得、所得向上、ひいては観光客誘引の好機

会と考えますが、市として今後このような戦略に

前向きに対応する考えがあるのか伺います。

また、ワタミグループ創業者の渡邉美樹氏は、

「農業には経営がないことに驚いた、農家は農協

に作物を納めるだけで売値も売り先も知らない」

と言っております。今まで１次産業に携わる人々

は同じような状況にあったものと思われます。働

いても働いても楽にならないのは、生産や収穫分

野にだけ目を向けていたからだと思います。新鮮
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でおいしいと、くすぐられるように言われて満足

していては生活がおぼつかないことになります。

新鮮でおいしい食材や産物を加工し、付加価値を

つけ、流通をして販売する、いわゆる６次産業化

を進めることにより所得がふえ、安心生活が可能

になるものと思います。しかし、理屈と前宣伝で

は６次産業化の前途に期待を寄せられますが、こ

れは経営であり、事業であり、決して簡単なこと

ではありません。

さて、地域資源を活用した農林漁業者等による

新事業の創出等及び地域の農林水産物の利用促進

、 、に関する法律 いわゆる６次産業化法がつい先日

３月１日に施行され、同法に基づく総合化事業計

画及び研究開発・成果利用事業計画の認定に係る

申請受け付けを各地方農政局等の総合相談窓口に

おいて開始されたところでありますが、むつ市は

この６次産業化に対してどのような取り組みを考

えているのか伺います。

次に、人と地域を醸成する教育政策について質

問いたします。昨年は、異常気象により海水温が

、 。高く 陸奥湾産ホタテが大量へい死いたしました

そのため、ことしの収穫が危ぶまれております。

８年前の2003年に陸奥湾養殖ホタテガイの大量へ

い死が発生したとき以上の被害とも言われており

ます。また、昨年の本県マグロ漁の水揚げ量は、

過去５年平均の６割程度にとどまり、近年にない

不漁で深刻な状況にあると言われております。農

林漁業は、自然現象に大きく左右されます。その

ために、自然現象の調査分析から対策まで研究指

導する研究機関や教育の場が求められます。むつ

市及び下北地域の農林水産業は生活の糧であり、

６次産業化するとしても安定的な収穫、製造が確

保されなければなりません。農林水産業を持続的

な事業として子々孫々にまで伝えるために、研究

機関等の設置を強く望むものであります。

一方、東北電力東通原子力発電所は、青森県内

では初めての原発として、平成17年12月８日に営

業運転を開始し、本年１月25日には東京電力東通

原子力発電所１号機が着工いたしました。また、

リサイクル燃料貯蔵株式会社が関根水川目に設立

され、昨年８月31日に使用済み核燃料中間貯蔵施

設の工事を開始いたしました。さらに、下北半島

には180基もの風力発電施設が建ち、新エネルギ

ー半島として名をはせるに至っております。これ

らの新エネルギー施設及び技術と連携し、新たな

産業を創出する努力をすることこそが、次の時代

のためにも必要であると考えます。そのために、

新エネルギー技術関連の企業と連携し、新たな技

術の獲得や新製品の開発などを手がける研究機関

の設置を望むものであります。

ちなみに、六ヶ所村にある東北デバイスを引き

継いだ大手メーカーカネカが出資するＯＬＥＤ青

森は、世界初となる５色の照明用有機ＥＬパネル

、 。を開発し 販売することになったようであります

有機ＥＬの売上高は2015年に約200億円、2020年

には1,000億円を見込んでおり、地方にいても世

界に通ずる技術で産業化ができるという将来に向

かって希望を持てる快挙であると思います。

以上、農林水産分野及び先端技術分野における

研究機関の設置は、技術開発や新商品の創出にと

、 、どまらず 地域外から研究者が集まることにより

人口の増加及び人的交流による経済効果、そして

知識と経験による新たな人材の育成に寄与できる

ものと考えます。

青森市にあります青森大学では、留学者は別と

して、在籍者1,400名のうち県外出身者の学生が

４割を占めると聞きました。遠くは鹿児島県から

来ているとのことであります。ご承知のように、

青森大学があります青森市幸畑地区などでは、大

学生をターゲットにした別枠の経済効果がうかが

えます。市長におかれましては、ネクスト50での

喫緊の課題として取り組む価値のある事業と考え
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ますが、ご所見を伺います。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

よろしくご答弁のほどお願いを申し上げます。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 菊池憲太郎議員のご質問に

お答えいたします。

、 、なお 答弁が非常にボリュームがありますので

若干早口になることをお許しいただきたいと、こ

のように思います。

まず、社会資本整備政策についてのご質問の１

点目、交通基盤施設の整備についてであります。

議員ご質問の趣旨は、下北半島縦貫道路の整備に

ついてでありますが、ご指摘のとおり、下北半島

縦貫道路概略計画ＰＩプロジェクトについては、

事業主体であります県がむつ市から横浜町間の約

20キロメートルにかかるおおむねのルートの位置

や道路構造、整備方針を定めるため、ＰＩ、パブ

リックインボルブメントの手法を導入して計画検

討を始めた旨を昨年10月20日発表したところであ

ります。検討を始める意義は何であるのかとのご

質問でありますが、現在有戸北バイパス、吹越バ

イパス及びむつ南バイパスの３工区21.3キロメー

トルについて整備が行われておりますが、工区全

体の進捗状況を踏まえながら、各区間における整

備事業が順調に進められてきたことから、次の課

題でありますこれまで未着手区間となっている部

分の整備に向けた方針を定めるため、ＰＩプロジ

ェクトにより概略計画の策定に着手したものであ

ると理解しているところであり、全線開通に向け

た歩みを一歩進めたものと受けとめております。

計画検討とはどのような着地点を目指している

のかとのご質問でありますが、沿道住民や地域経

済界などの代表の方々で構成された地域懇談会、

沿道住民や道路利用者へのアンケート調査及び道

路利用にかかわりの深い物流交通事業者、医療、

農林水産の各関係団体や企業へのヒアリング調査

など、検討を積み上げたうえで本年秋ごろをめど

に当該区間の概略計画が策定される予定と伺って

おり、概略計画の策定は次へのステップとなりま

す調査区画等の指定、整備開始へ向けた今後への

準備段階となるものであり、全線完成へ向けたさ

らなる整備促進へつながるものと認識しておりま

す。

下北半島縦貫道路は、真に必要な基盤であると

の認識のもと、今後におきましても市議会のお力

添えを得ながら、官民連携のもと、早期全線開通

に向けて着実に整備が進められるよう、より強く

要望活動を展開してまいりたいと考えております

ので、ご理解とご協力をお願いいたします。

次に、農林漁業基盤施設の整備についてであり

ますが、当市の農林水産業は、安全安心な生鮮食

料の供給のほか、自然環境の保全など、多面的機

能を果たすとともに、加工、流通などの関連産業

を含めた地域経済の発展にも大きく寄与する基幹

産業の一つでありますが、１次産業は天候など、

自然的条件に大きく左右され、さらには従事者の

高齢化や後継者不足、価格低迷など取り巻く環境

は非常に厳しい状況にあります。

議員ご指摘のとおり、取水施設や用排水路、農

道などの基盤施設は整備から多くの時間が経過

し、老朽化が進んでいる状況にありますが、市と

しての圃場、用水路、農道等の農業生産基盤の長

寿命計画は特に策定しておりません。しかしなが

ら、土地改良区が管理する施設については、むつ

市土地改良区施設維持管理事業費補助金により経

費の一部を補助し、維持管理するとともに、県単

事業の基幹水利施設ストックマネジメント事業に

よる機能診断を経て、幹線水路の老朽化が著しい

箇所を重点的に補修する、ため池等整備事業を川

内町土地改良区の区域で整備する計画を進めてい

るところであります。
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、 、また それ以外の市が管理する施設については

農業者等からの要望を受け、緊急を要する補修な

どに対応するとともに、農地・水・環境保全向上

対策事業や中山間地域等直接支払交付金事業を活

用し、地区で組織する団体が自主的に水路や農道

の維持管理をしており、市では今後とも維持管理

について支援するとともに、整備に努めてまいり

たいと存じます。

次に、改修期を迎える漁港施設の長寿命化につ

いてでありますが、現在国では既に整備した漁港

施設の老朽化に伴い、更新を必要とする施設が増

加してきていることから、計画的な取り組みによ

り施設の長寿命化を図りつつ、更新コストの平準

化、縮減を図る水産基盤ストックマネジメントと

いう方針を打ち出しており、既存の施設を壊れる

まで使うのではなく、計画的に補修を行い、施設

の寿命を延ばし、健全な状態を維持することで、

壊れてから改修するより経費を安く抑えることが

できる整備を進めているところであります。

議員ご指摘のとおり、当市管内の整備済みの漁

港においても、今後改修期を迎える漁港施設が増

加するものと思われますが、県では大畑漁港、脇

野沢漁港、桧川漁港、木野部漁港について、施設

の老朽化等の調査を終了し、漁港の長寿命化に向

けた機能保全計画を本年度策定したところであり

ます。この機能保全計画を受け、平成23年度は桧

川漁港で施設の保全工事を予定しており、今後は

大畑漁港や脇野沢漁港についても同様に施設の長

寿命化を図るための保全工事を計画的に進めてい

く考えであると伺っております。

市では、市管理漁港に係る長寿命化計画は策定

していませんが、現在関根漁港の整備を進め、さ

らに浜奥内漁港についても整備を計画しており、

重点的な投資が見込まれることから、財政事情等

を考慮し、今後検討してまいる所存でありますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次に、口蹄疫や鳥インフルエンザなどの家畜伝

染病に対処するための畜産基盤整備についての市

の対策についてお答えいたします。

まず、このたびの口蹄疫、鳥インフルエンザの

被害に遭われた農家の皆様に心からお見舞い申し

上げますとともに、感染拡大を防ぐため、昼夜を

問わず奮闘されました関係者の皆様のご努力に対

し、敬意を表するものであります。

議員ご承知のとおり、昨年４月に宮崎県で発生

した家畜伝染病の口蹄疫については、日本では

10年ぶりの発生であったことなどから、初動対応

のおくれから感染が拡大し、最終的に牛が約６万

8,000頭、豚が約22万頭に及ぶ大量の家畜が殺処

分され、およそ４カ月後の８月にようやく終息宣

言が出されております。

口蹄疫については、その後国内での発生が確認

されておりませんが、その予防対策には万全の注

意が必要であります。また、鳥インフルエンザに

つきましては、昨年11月に島根県で感染が確認さ

れ、２万羽が殺処分されており、ことしに入りま

してからは、１月に宮崎県、鹿児島県、愛知県、

２月には大分県、宮崎県、奈良県、和歌山県、愛

知県、三重県の各農場で鶏やウズラなどの家禽へ

の感染が確認され、およそ172万羽が殺処分され

ております。

鳥インフルエンザの発生は、南国地方に集中し

ておりますが、徐々に北上している気配もあり、

全国どこで発生してもおかしくない状況にあるこ

とから、感染をふせぐため警戒を強めているとこ

ろでございます。

これらの伝染病の対策としては、感染を未然に

防ぐことしか方法がなく、口蹄疫については人体

や車両でも感染媒体となることから、牛舎周辺の

消毒を徹底する必要があります。また、鳥インフ

ルエンザは野鳥を介して感染することから、鶏舎

等の周辺消毒のほか、出入り口等を防護ネットで
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、 。覆い 野鳥の侵入をふせぐことが重要であります

これらの対応については、下北地域県民局やむつ

家畜保健衛生所など、関係機関と協議しながら、

畜産農家の巡回指導等を行い、感染防止の徹底を

指導しております。

さらに、伝染病が発生した場合には、すべて殺

処分することとなりますので、その場合の埋却用

地の確認も進めているところであります。県内で

は、家畜伝染病が発生した場合には、青森県が中

心となり、その対策に当たることになりますが、

市は鳥インフルエンザの万が一の発生に備え、む

つ市高病原性鳥インフルエンザ対策本部設置要領

を平成19年７月11日に制定し、全庁的に対応する

こととしております。また、口蹄疫対策について

も、感染防止を徹底するよう関係機関と協力し、

農家の指導を徹底し、対策本部設置要領の制定に

ついても検討しているところでございますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、地域産業としての観光政策についてのご

質問にお答えいたします。ご質問の第１点目、歴

史的観光資源の再評価と情報発信についてであり

ますが、観光資源は、その多くは地域の歴史には

ぐくまれたものであり、祭りにせよ、食にせよ、

あるいは景勝地であっても、その地域の貴重な歴

史を語るものであり、文化であり、観光資源であ

ると考えております。

市では、これまでも斗南藩を初めとして田名部

まつりや恐山など、本市の観光資源とともに、下

北における観光資源もあわせて広域的な観光情報

の発信に努めてまいりましたが、これからも下北

地域が一体となった取り組みを進めてまいりたい

と考えております。

また、同時に今まで光の当てられていない埋も

れた観光資源の掘り起こしも進めていくことも求

められております。その一つとして、一番の観光

資源は地域に住む皆さんであると言えるのではな

いか、ここに住む皆さんが、地域に誇りを持ち、

自信を持ってお越しいただいたお客様に紹介し、

楽しんでいただくことが肝心であり、そのために

は自らの地域の歴史を知り、学び、楽しんで、か

つ感動することが重要であると考えております。

このことは、今検討を進めております文化財収蔵

・展示施設整備事業の目的にも合致するものであ

り、その意味で歴史的観光資源を再評価し、文化

財収蔵・展示施設整備事業とあわせて歴史観光と

して新たな観光商品化ができないか、観光資源と

して活用すべきという議員のご指摘は全く同感で

。 、 、あります そのために 観光関係者だけではなく

多様な市民がかかわりながら、観光資源の掘り起

こしや再評価、活用を進め、情報発信に努める必

要があるものと考えておりますので、議員のご協

力とご理解を賜りたいと存じます。

ご質問の第２点目、観光窓口一本化機能を持つ

組織化についてでございます。このことにつきま

しては、むつ市、下北地域県民局及び下北観光協

議会と連携しながらワークショップを重ねてきた

ところであります。団体旅行から個人、グループ

旅行へ、あるいは景勝地を見る旅行から体験型の

旅行へと観光客のニーズは変化しており、これま

での発地型から着地型へ、旅行のあり方が変わっ

てきております。このことは、発地側である大都

市圏の旅行会社が旅行先の宿泊先から食事、観光

スポットまで手配し、集客し、着地側である観光

地では、それらの素材を提供するという従来の型

では、今の旅行者のニーズに合わなくなってきて

おり、着地側で、その地域の魅力を発掘し、住ん

でよし、訪れてよしの観光まちづくりを進めるこ

とが重要で、その成果を旅行商品として販売する

ことによって、誘客に結びつけることが求められ

ております。

このような自らが企画し、旅行商品をつくり、

販売運営に至る議員ご指摘の観光窓口一本化機能
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を持つ組織化が必要との共通認識ができつつある

と考えております。今後ともそういった認識の共

有化をワークショップ等の手法を用いながら進め

る中で、組織の姿も見えてくるのではないかと考

えております。

、 、組織化に当たっては 旅行業法上の認可のほか

、 、 、資金面 人材面等 多くの解決すべき課題があり

一朝一夕には進まないものと考えますが、着実に

進めてまいりたいと考えておりますので、議員の

ご協力とご理解を賜りたいと存じます。

ご質問の地域産業としての観光政策についての

３点目、首都圏における観光物産情報発信拠点施

設（アンテナショップ）についてのご質問にお答

えいたします。まず初めに、江東区亀戸にありま

す香取勝運商店街に、あす３月12日オープンいた

しますあおもり物産ショップ・むつ下北について

ご説明申し上げます。この施設は、元気むつ市応

援隊応援プロデューサーであります河野崇章氏が

東京事務所長を務める一般社団法人「北のまちふ

るさとプロジェクト」が設置運営するアンテナシ

ョップであり、当該商店街の再開発事業への参画

要請と、下北地域の特産品を首都圏に広めていき

たいとの熱い思いが実りオープンとなったもの

で、店内にはむつ下北ならではの海のもの、山の

ものが展示、販売されますほか、併設された調理

コーナーで郷土料理などの提供も可能となってお

ります。

、 、今回のオープンに当たり 市といたしましては

元気むつ市応援隊のネットワークを活用し、周知

を図ったほか、開店記念品としてキャラクターグ

ッズの提供と、ムチュラン夫妻の派遣を行ってお

ります。

次に、集客力のあるエリアにアンテナショップ

を設置できないかとのご質問についてであります

が、アンテナショップを設置するうえで重要な点

は、消費者を引きつける商品構成と、通年での商

品確保であると考えております。現在東京都内に

は社団法人青森県物産振興協会が運営するあおも

り北彩館及び青森県特産品センターのほか、ＪＡ

全農あおもりが運営しておりますＪＡ全農あおも

りアグリショップ東京店などが設置されており、

下北地域の商品も多数販売されているところであ

ります。市といたしましては、当面はこれら施設

の積極的な活用を図り、当市特産品を首都圏へ広

めていきたいと考えているところでありますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次に、農林水産業の活性化についての１点目、

地域の宝である農林水産業の振興活性化について

でありますが、三方を海に囲まれ、豊かな自然を

誇る本市は、多種多様な農林水産物を産する食の

宝庫であると認識しているところであります。

私は、むつ市の元気は第１次産業の元気からと

の思いから「むつ市のうまいは日本一」を市政の

重要な柱に位置づけ、生産、加工、流通、販売に

携わる関係者との連携により、安全安心なむつ市

産品のトップセールスを展開してまいりました。

この結果、大手量販店や首都圏高級ホテル、中国

料理チェーンなどに対する地元産品の出荷が増加

しておりますほか、乾燥ナマコや冷凍ボイルホタ

テなど、中国との取引が増大し、管内で生産され

るホタテ300トン、ナマコは生産される数量の９

割315トンが輸出されております。

一方で、本市農林水産業を支える人口の減少や

高齢化が急速に進展し、これに伴い、これまで農

村漁村社会が維持してきたコミュニティー機能や

文化の伝承などが弱まりつつあることから、地域

の農林水産業を元気にする新たな取り組みが必要

であると考えております。このことから、市では

野菜等生産力強化対策事業による夏秋イチゴ栽培

の拡大や、特産物産地づくり支援事業による一球

入魂かぼちゃの生産拡大、ホタテ貝殻を活用した

ナマコ増殖場造成事業による資源の確保など、生
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産性の向上や所得の向上が図られ、農林水産業が

魅力ある産業として成り立つための取り組みを推

進してまいりました。

菊池憲太郎議員ご質問の青森県中華圏取組戦略

につきましては、経済成長が著しい中国、香港、

、 、台湾 いわゆる中華圏への青森県産品の輸出拡大

そして中華圏からの観光誘客拡大等を戦略目標と

定めたものであります。

先に述べましたとおり、本市においては中華圏

に対する取り組みは、少しずつではありますが、

成果を上げておりますが、当地域の農林水産物の

生産現場を見ますと、生産量が限られていること

に加え、付加価値を高める加工や販売面での取り

組みが十分でないこと、さらには競争激化により

一層強力な販売活動が求められていることなどが

課題となっております。

このことから、本市の持つ夏季冷涼で他の地域

と比較して農薬の使用回数が少ないことや、草資

源を生かした畜産との複合による有機栽培、さら

に豊富できれいな水資源など、安全安心な生産物

であることを生かしながら、外部要因の影響を受

けにくい安定した農林水産基盤を確立し、むつ市

の今をつくり、未来を担う後継者を育成すること

にしっかりと取り組んでいかなければならないと

考えております。

次に、２点目の６次産業化についてのご質問に

お答えいたします。本市の６次産業化に対する取

り組みについてでありますが、農林水産業が単に

農林水産物を生産し、市場に供給するだけにとど

まるのではなく、２次、３次産業まで踏み込んだ

経営の多角化により、農林水産物の付加価値を高

め、農林水産業のみならず、その関連産業を含め

た所得の増大を図っていくことが求められてお

り、このことが雇用の創出などに結びつき、地域

全体の収益力を高め、本市経済を活性化させてい

くものと考えております。

私が市長就任以来一貫して進めてきた「むつ市

のうまいは日本一！」推進プロジェクト事業は、

生産から加工、流通、販売までを結びつけ、収益

性のアップを図るという２次、３次産業を包括し

た取り組みとしておりますが、近年では市内生産

者等による事例として、特産の一球入魂かぼちゃ

でつくった焼酎「北瓜 、当市の牛乳を使用した」

ヨーグルトなど各種乳製品、下北ワイン、地元の

低アミロース米「ゆきのはな」と海峡サーモン、

ホタテを使用したオール下北産の冷凍押し寿司な

ど、付加価値を高めた商品が数多く開発、販売さ

れております。市では、これら先駆的な取り組み

を先進事例として次につながる芽を育てるため、

農林漁業の側から積極的に６次産業化を仕掛ける

との発想のもと、新年度において地域ポータルサ

イトてっぺん下北の拡充を図るとともに、今年度

に引き続き農商工連携事業として新商品開発の取

り組みを加速させる計画を進めているところであ

ります。

３月１日に施行されました地域資源を活用した

農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農

林水産物の利用促進に関する法律につきまして

は、制度の仕組み等の情報を早急に把握し、活用

方法等について地域農林水産業者と検討を進めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解賜りた

いと存じます。

次に、ご質問の４点目、人と地域を醸成する教

育政策についてであります。まず、農林水産分野

の専門教育機関の設置についてお答えいたしま

す。近年問題となっている地球温暖化現象は、気

温、水温、降雨、降雪、治水、海流、環境などに

大きな影響を与えているとされ、昨年陸奥湾では

これまで記録したことのない高水温により、ホタ

テガイ養殖業を中心に大きな被害を受けたところ

であります。このような気候変動から、農林水産

の生産者が被害を回避する対策を講じることがで
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きるよう、市が長期的な気候予測情報や対応策等

を提供する専門教育機関を設置することについて

は、大気、海洋、海水、地表、水循環、炭素等と

いった分野の長期間にわたるデータを蓄積し、そ

の変化を分析、予測する等の高度な専門性を有す

る人材や機器の整備、さらには施設の管理運営な

どに多くの課題があると認識しているところであ

ります。

しかしながら、当市管内には独立行政法人海洋

研究開発機構むつ研究所や、財団法人日本海洋科

学振興財団むつ海洋研究所及び独立行政法人日本

原子力研究開発機構青森研究開発センター等の専

門研究機関があり、市ではこれらの研究機関と定

期的に情報交換会を開催しているほか、むつ海洋

環境科学シンポジウムの開催や、海洋環境モニタ

ー報告会も共同で開催し、地球温暖化と気候変動

や水温などについての下北近海の海洋環境情報に

ついて、生産者への情報提供に努めているところ

であります。

市といたしましては、これらの専門研究機関か

らの情報とあわせて、国や県などの試験研究機関

から気候変動や農林水産、水資源、防災等の各方

面にわたる施策の情報提供を受け、農林漁業者と

の連携を密にするなどの体制強化を図り、農林水

産業への影響を回避する対策をより一層講じてま

いる所存でありますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

次に、第２点目の先端技術研究による産業化教

育についてのご質問にお答えいたします。むつ下

北地域においては、少子化が進展する中、就労の

場の不足等から若者の圏外流出が顕著であり、地

域活力の後退が危惧されるところであります。一

方、低炭素化社会の実現が世界的な課題とされて

いる中、当地域においては東通村及び大間町の原

子力発電所や本市の使用済燃料中間貯蔵施設の建

設などの原子力関連施設の集積が図られておりま

すほか、周辺には186基もの風力発電が存在して

おり、国のエネルギー政策を背景とした数多くの

施設が点在しております。

このような状況にあって、ことし４月にはむつ

工業高校においては設備エネルギー科が創設され

る予定となっており、原子力や地熱、太陽光など

の新エネルギーを利用した設備の仕組みなどを学

習することになっておりますほか、市では新年度

の予算において、同校と連携して、改造電気自動

車の製作事業に関する事業費を計上させていただ

いており、若年層が地域産業の担い手として期待

されております。

議員ご指摘のとおり、地元に高等教育機関や研

究機関が設置され、エネルギー分野に特化したさ

らなる人材の育成が図られることは、地域産業の

底上げにもつながるだけでなく、そのような機関

と地元企業が連携することによって企業の技術力

の向上も図られていくということで、機関の必要

性については十分に認識しております。

今後とも、市としては市内にある各研究機関等

と強力に連携し、これらの機関の持つパテントや

高度な技術を活用いたしながら、新たな産業おこ

し等につなげてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

、 。早口と長時間にわたる答弁 失礼いたしました

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 市長におかれましては、ご

丁寧な答弁、まことにありがとうございました。

それでは、早速順序は前後いたしますけれども、

再質問させていただきたいと思います。

、 、 、まず 社会資本整備計画 具体的に言いますと

下北半島縦貫道路の件でございますけれども、市

長、非常に主要政策としてネクスト50ということ

で、次の時代へ独自の道路政策を進めていかれる

おつもりであると思いますけれども、ぜひとも当

市におきましても、県のみならず、当市独自の考
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え方でこの問題に取り組んでいただきたいと思う

わけでございますけれども、その辺の取り組みに

ついて、再度ご見解をお伺いいたしたいと思いま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 下北半島縦貫道路の積極的

な要望活動、そして早期に全線約60キロの開業、

そしてまた大間町までの延伸、こういうふうなも

のをしっかりと視野に入れて積極的な取り組み方

が必要であると、このように認識しております。

ただ、３年くらい前、４年くらい前からでしょ

うか、Ｂ／Ｃというふうな形の表現が、ベネフィ

ットと、そしてコストというふうな形での、その

Ｂ／Ｃ、この議論がよくされておりました。しか

しながら、単に便益とコスト、費用だけで済むの

かと、この下北半島縦貫道路は。それは決してそ

うではないだろうと。そういう意味では、原子力

産業を抱え、そしてまた国の守りである海上自衛

隊の大湊地方隊、これを抱え、そしてまた半島の

一番の奥には原子力産業を抱え、そういうふうな

もの、そしてまた医療においても非常に医療過疎

的な要素があるわけでございますので、そういう

ふうなもの、切り口をさまざまな形で考え、そし

てよく言われるのは、この道路が完成したらどう

いうふうなまちが完成、まちづくりになるのか、

そういうふうなイメージを持った形で戦略的にこ

。 、れは進めていく必要がある事業であると 私ども

また議会のお力をいただきながら、また県、そし

、 、てまた県議会 国会議員のお力をいただきながら

この地域、総力を挙げて取り組む事業であると、

このように思っておりますので、今後ともご支援

のほどをお願いしたいと思います。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 市長のご答弁のとおり、Ｂ

／Ｃでははかり知れないような非常に高度なパフ

ォーマンスを持った当地域でありますから、ぜひ

とも積極的に当市独自の計画を進めていただきた

いと思います。

さらには、この今の基底計画後のスケジュール

について、今具体的に決まっている部分がありま

したらご説明いただきたいと思うのですけれど

も。

〇議長（村中徹也） 総務政策部長。

〇総務政策部長（阿部 昇） 先ほどの市長答弁に

もあらましを述べておりましたが、いわゆるパブ

リックインボルブメント、市民を巻き込んでの検

討ということで、これまで２回ほど地域懇談会を

経ておりまして、今後来年度に入りましてから、

秋ごろを目途に、さらに２回ほどの地域懇談会を

経まして、当初の目的であります概略計画を策定

するやに伺っておりますので、ご理解いただきた

いと思います。

〇議長（村中徹也） ６番。

（ ） 、〇６番 菊池憲太郎 こちらの件に関しましても

ぜひとも住民の理解を得つつ、行政も主体性を持

って進めていただきたいと思います。

続いて農林水産漁業の基盤整備についてでござ

いますが、実際にライフサークルコストというも

のが、今特に公共施設については非常に考え方と

しては多く浸透しておるようでございますけれど

も、先ほどのご答弁の中では、当市においてはそ

ういった計画は今のところ検討されていないとい

うことでございますけれども、今後の可能性につ

いてお尋ねをさせていただきたいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ストックマネジメントのお

話でしょうと思いますけれども、この部分につい

ては、今現在市営住宅、そういうふうなもののス

トックマネジメント、こういうふうなものは計画

もありますけれども、今後例えば漁港の問題、さ

まざまな部分、さまざまな施設、そういうふうな

ものについてはしっかりと検討を重ねていきたい
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と、こういうふうに思います。

そしてまた、よく言われるファシリティーマネ

ジメントというふうな言葉がありますけれども、

そういうふうな部分もしっかりと念頭に置きなが

ら、新たな建物を建てるだけではなくて、既存の

建物をどういうふうな形で利用していくのかと。

こういうふうなものもしっかりと取り組む姿勢を

持っていきたいと、このように思います。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 今現実に住宅のストックマ

ネジメントの計画自体は示されていることは承知

しておりましたけれども、実際にやっぱり膨大な

費用を要するものとして、やはり漁港施設が一番

大きな課題として挙げられると思うのですけれど

も、この件に関しては、やはり今のストックマネ

ジメントの手法をぜひとも導入していただきなが

ら、コストを縮減していく方策というものは必要

であるというふうに考えますので、ぜひとも進め

ていただきたいものと考えます。

続きまして、観光政策についてお伺いをさせて

いただきたいと思います。昨年の太宰治の生誕

100周年のイベントによって津軽半島は観光客で

にぎわいを見せたと言われております。それは、

津軽の気候風土や食の文化もありますが、やはり

太宰治という個性のある人物の存在が大きいと思

われるわけでございます。太宰治の生まれたとこ

ろ、または小説「津軽」で書かれた津軽平野を見

てみたい、歩いてみたいという意識の高まりだと

思うわけであります。歴史資料や民俗資料も貴重

な財産でありますけれども、歴史的な人物を取り

上げたテーマコーナーを持つ展示及び研究施設こ

そ、今の時代の観光ニーズに適応していると考え

るわけであります。行政において、ただちに対応

が困難なのであれば、民間または観光協会などの

関係団体の協力を得られる方策というものは考え

られないものかどうかお伺いいたしたいと思いま

す。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ちょっと違うことを考えて

おりまして、聞き漏らしたわけでございます。お

許しいただきます。違うというか、観光のことを

考えておりまして、失礼いたした。

観光の部分では、これからは建物、そういうふ

うなものも必要だと思いますけれども、先ほど菊

池憲太郎議員、壇上でお話しのように、歴史的な

もの、そういうふうなもの、今太宰の例をお出し

になりました。そういうふうな形で、非常にこの

むつ下北には隠れた資源があるわけです。そうい

うふうなものを、よりまた発掘していかなければ

いけませんし、そしてまたたしかネットで見ると

パワースポットというと、下北半島のある地点が

示されるわけです。そういうふうなパワースポッ

トの部分、それからヒーリングスポット、ヒーリ

ングゾーンとか、そういうふうな形で、心をいや

す、そういうふうな部分の展開も必要になってく

るのではないかと。ちょっと的が外れたかもわか

りませんけれども、そういうふうなところでござ

います。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 若干答弁がずれているよう

な気がいたしますけれども、そういったヒーリン

グスポットであり、パワースポットというものに

観点を向けていらっしゃることに対しては、私も

非常に同感をいたすものでありますし、行政が実

際にやっぱりそういったことにアンテナを張っ

て、これから観光行政に取り組んでいただきたい

というふうに思うわけであります。

続いて、先ほど質問させていただきました観光

窓口の一元化についてでございますけれども、こ

れも実は個人的に以前担当の部局のほうにお話を

させていただいたことがあったわけでございます

けれども、実際にこういった窓口が必要であると
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いう共通の認識は恐らく持っておられるのだと思

うのですけれども、一歩進んで、ワークショップ

も確かに手続としては必要なのかもしれません

が、旅行業の取り扱い主任者の資格を持った方々

を、できればピックアップ、リストアップなりを

していただいて、もうすぐにでもそういった施策

につなげられるような準備を進めていただきたい

と思うわけでございますが、この辺の取り組みに

ついて、進捗状況をちょっとお知らせをいただき

たいと思います。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この観光窓口の一本化、こ

れは下北観光協議会でも検討を今深めております

し、またワークショップの中でも、実はこれは下

行のほうでさまざまな部分で事業はできませんけ

れども、各町村長さん、私も入りまして、５人の

市町村長であるところまでの合意はできておりま

す。積極的に取り組もうではないかというふうな

ところ、この部分にはしっかりと取り組んでいく

、 、必要があるし ただいまの旅行業取扱業者ですか

そういうふうなところをただいまのご提案を受

け、ピッチを上げることができるかどうか、検討

させていただきたい、このように思います。

〇議長（村中徹也） ６番。

〇６番（菊池憲太郎） 観光政策に関して、本当に

喫緊の課題であると思いますので、早急に進めて

いただきたいものと思います。

それから、時間の制約もありますので、的を絞

ってお話をさせていただきたいと思うのですけれ

ども、ワークショップについてでございます。こ

ちらの亀戸香取勝運商店街、こちらにアンテナシ

ョップを出店されました地元の方に対しては、心

から感謝と敬意を表するものであります。また、

東京に限らず地元出身で第２、第３のあおもり物

産ショップ・むつ下北に協力してくださる方をふ

やしていただきたいと思うわけでございます。

実は、私も３年ほど前になりますけれども、個

人的に都内のアンテナショップを幾つか回った経

験がございます。その際、やはり北海道や沖縄と

いった非常にパフォーマンスの高い物産と観光を

推進している自治体は、銀座、有楽町のあたり一

帯に店舗を構えて、ひっきりなしにお客様の往来

があるといった状況なわけです。これは、本当に

別格な話でございまして、日本有数の自治体でご

ざいますから、そういったことが可能だったわけ

でありましょうが。

そこで、私が非常に興味を持ったのが、日本橋

三越の前に島根のアンテナショップが実はあるわ

けでございます。皆様、島根というところで、ど

んなイメージを持たれるかわかりませんが、私自

身はちょっとやっぱり、島根県民の方には申しわ

けないのですけれども、地味なイメージを持って

しまうわけでございます。青森のほうが総じてや

っぱりいい産品であったり、おいしいものを有し

ているというふうなイメージを持つわけでありま

す。ところが、私がそのアンテナショップを訪れ

たのは午後の２時過ぎだったわけでありますけれ

ども、その併設してある日本海のサバを中心にし

た居酒屋さんがあったわけですけれども、それが

２時を過ぎても店外に行列ができておりまして、

隣のアンテナショップも人が絶えないという状況

。 、をかいま見たわけであります これを見たときに

品ぞろえも確かにいいわけでありますけれども、

立地の条件がよくないと、やはりお客さんに満足

していただくようなおもてなしができない、もし

くは情報を発信することが難しいということにな

ってくるのだと思います。そういったことも踏ま

えて、やはり日本に、世界に誇る有数の水産物で

あったり、農産物を抱えるこの地域、むつ市を中

心として連携をとっていただきながら、このアン

テナショップの実現に向けてぜひとも推進をして

いただきたいものと思います。
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まだまだ６次産業化の点であったり、さまざま

再質問させていただきたい点はあるわけでござい

ますけれども、そろそろ時間となりましたので、

この辺で閉じさせていただきたいと思います。

最後になりますけれども、市長におかれまして

、 、は 非常に粛々と財政の再建を進められる一方で

ぜひとも積極果敢な政策運営を祈念いたしまし

て、一般質問を終了させていただきたいと思いま

す。

〇議長（村中徹也） これで、菊池憲太郎議員の質

問を終わります。

昼食のため午後１時20分まで休憩いたします。

午後 零時１５分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎新谷泰造議員

〇議長（村中徹也） 次は、新谷泰造議員の登壇を

求めます。３番新谷泰造議員。

（３番 新谷泰造議員登壇）

〇３番（新谷泰造） 民主党の新谷泰造です。むつ

市議会第207回定例会に当たり、通告の順に従い

一般質問を行います。

去る２月11日に青森中央学院大学で 「地域主、

権時代の地方議会の姿」というテーマで議員研修

会が開催されました。議会基本条例検討委員７名

で参加いたしました。むつ市議会において、市民

から信頼される議会を目指し、議会改革、議会基

本条例制定の検討を進めているところでありま

す。

ところで、国政はねじれ国会で混迷をきわめて

おります。その中にあって、私は民主党むつ下北

支部の幹事長として、むつ市民のために、逃げな

、 、 、 、い ごまかさない うそをつかない 道理を通し

責任ある政治を実現しなければならないと肝に銘

じております。そして、むつ市において、公平、

、 、公正でガラス張りの市政運営により 赤ん坊にも

高齢者にも、障害者にも優しく、思いやり、友愛

のある市政を実現し、夢と希望の持てる明るく楽

しい社会をつくらなければならないと思うところ

であります。

むつ市民至上主義、市民の生活が一番大切、財

政再建を優先し、財政を健全化し、市民の福祉を

充実すべきであるという立場から質問いたしま

す。

、 。まず 市長の政治姿勢について質問いたします

宮下市長の議会における答弁について質問いたし

ます。

さきの204回定例会の私の一般質問に対し、宮

下市長は答弁拒否をしております。この答弁拒否

の理由を宮下市長は、205回定例会で述べており

ます。すなわち、204回定例会の新谷泰造議員の

一般質問の内容を聞いた際に、むつ総合病院の

33億円の債務について触れられておらず、再質問

の機会もなかったことから答弁しなかったのであ

り、答弁拒否ではないという趣旨の答弁をしてお

ります。この宮下市長の答弁の意図をお尋ねいた

します。

次に、さきの206回定例会において、私が宮下

順一郎後援会連合会の会長に、三上史雄氏が就任

、 、したことに関し一般質問したところ 宮下市長は

私や問題意識を持っているむつ市政を監視してい

る市民の政治倫理感覚からは理解に苦しむ答弁を

しております。宮下市長の名誉のため、できる限

り宮下市長の答弁を正確に再現いたします。

すなわち、宮下市長の答弁は 「後援会そのも、

のにつきましては、私はこのように思います。会

議規則は、たしか63条の中で、一般質問は市政の

一般事務についての質問というふうなことになっ
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ております。後援活動につきましては、当然新谷

泰造議員も後援会があろうかと思います。また、

各議員におかれましてもそうだと思います。その

部分については、宮下順一郎政務のほう、公務で

ございます。政務のほうの政治的活動というふう

、 、な部分でございますので この場ではなじまない

このように思うところであります」と答弁してお

ります。いま一度具体的にわかりやすく、明確に

宮下市長の答弁の趣旨の説明をお願いいたしま

す。

次に、むつ市の指名競争入札制度と落札率につ

いて質問いたします。むつ市の指名競争入札につ

いて、平成18年４月から平成23年１月までの過去

４年９カ月間のむつ市の指名競争入札の落札率を

調査したところ、約540件のうち約410件が94％以

上の落札率であります。すなわち、540件のうち

４分の３以上の410件が94％から99％の誤差５％

。 。内の範囲内にある 異常に高い落札率であります

むつ市の指名競争入札制度を改革する予定はない

か。宮下市長のご所見をお伺いいたします。

次に、むつ総合病院のヘリポート建築の進捗状

況と、むつ市の負担金の見込みについて説明をお

願いいたします。

次に、むつ市社会福祉協議会へのむつ市の補助

金について、補助金の内容と補助金の決定の経緯

について説明をお願いいたします。

、 。 、次に 財政再建について質問いたします まず

むつ市の現状を見れば、平成21年度末時点で一般

会計の長期債務は350億円、前年度から22億円も

増加しております。

次に、自主的な累積赤字は隠れ赤字33億円を加

、 、算すると41億円 そして実質赤字比率は約23％で

かの夕張市と同様、財政再建に該当するものであ

ります。さらに、むつ市は平成23年度には下北医

療センターの45億円の不良債務に約６億5,000万

円を支払わなければなりません。すなわち、むつ

市は借金だらけで預金もなく、借金返済のために

自転車操業をしている状態なのです。

そこでお尋ねします まず むつ総合病院の33億。 、

円の未収金について、むつ市の負担金の支払いは

いつ終了し、いつ完済するのか。

次に、下北医療センターの大畑診療所、川内診

療所、脇野沢診療所等の総額45億円の不良債務に

ついて、むつ市の負担金は幾らか。負担金の支払

いはいつ終了し、いつ完了するのか、説明をお願

いいたします。

、 。次に 指定管理者制度について質問いたします

まず、ウェルネスパークの指定管理について質問

いたします。平成19年度の自主事業の利益は、

1,370万円は、指定管理者がむつ市から１億

1,500万円の指定管理料をもらい、原則として赤

字になる危険もなく、さらに指定管理施設を無償

で使用したうえで2,500万円を投資して、わずか

１年間で投資額2,500万円の50％以上の1,370万円

の利益を得ている。この1,370万円の利益を企業

努力によるものというだけの理由で、指定管理委

託契約に企業に利益の取得を認めるという明確な

直接の規定がないにもかかわらず、そのまま指定

管理者の企業に利益の取得を認めることは、他の

むつ市の民間企業と比較して、すなわち赤字にな

る危険リスクのある状況の中で、必死で営業利益

を上げようと努力している他のむつ市の民間企業

と比較して、余りに指定管理者を優遇し公平に反

するものではないですか。宮下市長のご所見をお

伺いいたします。

次に、平成19年度の2,080万円の利益が21年度

で400万円に減少した理由が、さきの定例会で理

事者が答弁したように、平成21年度が山内土木と

コナミスポーツとの２団体のグループでの管理運

営から山内土木のみの１団体単独での指定管理へ

移行した年で、運営のノウハウが若干変わったこ

とが原因の一つだとすれば、2,080万円の利益が
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400万円に減少したことは、すなわち1,600万円の

利益が減収した原因は指定管理者側の努力が足り

ないことに原因があるのではないですか。

また、コナミスポーツとの２団体のグループの

管理運営から山内土木のみの１団体単独での指定

管理に移行した理由は何か、説明をお願いいたし

ます。

次に、平成20年度の山内土木の社員の統括管理

者や施設館長を含めた７名の１人当たりの平均給

料、年340万円の時給と、コナミスポーツの社員

34名の指導員平均給料年間170万円の時給は同じ

なのか、説明をお願いいたします。

次に、山内土木の社員は、山内土木の業務とウ

ェルネスパークの指定管理業務とを兼務すること

はないのか。兼務した場合にはどのように区別し

て給料が決定されているのか。説明をお願いいた

します。

次に、陸上競技場等のむつ地区体育施設の指定

管理について質問いたします。まず、スキー場の

赤字補てんの基準と基準が定められた審議経緯に

ついて説明をお願いいたします。

次に、指定管理者であるＮＰＯ法人むつ市陸上

競技協会の平成21年度収支決算書にある基本財産

906万円はどのような性質の財産なのか説明をお

願いいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 新谷泰造議員のご質問にお

答えいたします。

まず、市長の政治姿勢についてのご質問の第１

点目、市長の議会における答弁についてでありま

す。むつ市議会第205回定例会において、答弁拒

否があったとするご質問に対し、一般質問の内容

を聞き取りした際に触れられておらず、再質問の

機会もなかったことから答弁できなかったもの

で、答弁拒否ではないという趣旨の答弁をした意

図は何かとのご質問であります。むつ市議会第

204回定例会での新谷泰造議員の一般質問におい

て、事前に質問の内容について聞き取りを行った

際、この質問については全く触れておりませんで

した。このことから、通告外の質問となり、答弁

を用意しておりませんでしたので、結果的に答弁

漏れとなったものであります。

また、一般質問の申し合わせ時間の関係で再質

問の機会もなかったことから答弁するいとまがな

かったものであり、決して意図的に答弁拒否した

ものではありません。したがいまして、むつ市議

会205回定例会において新谷泰造議員から、全く

答弁をせず答弁拒否であるとの質問がありました

ので、答弁拒否でないことと、前回の質問にお答

えできなかった部分を改めて答弁したものであり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、前回定例会における私の後援会連合会に

係る答弁の中での政務と公務の使い分け、違いを

わかりやすく説明せよとのことでありますが、私

は市長という地方自治体のトップは首長という行

政のトップであるとともに、政策を掲げ、選挙で

選ばれた政治家でもある、こうした２つの顔があ

ると考えております。政治家として活動するとき

は政務、行政トップとして動くときは公務と使い

分けながら活動するのが公職についている政治家

の動き方であると認識いたしております。このよ

うなことから、私の後援会連合会についてのお尋

ねは、政務に係るお尋ねであり、むつ市議会会議

規則第63条に規定する市の一般事務についての質

問に当たらないことから、一般質問の場ではなじ

まないものと考えます。

次に、ご質問の第２点目、指名競争入札と落札

率についてお答えいたします。平成18年４月から

平成23年１月までの公表されている工事請負契約

に係る落札率につきまして、高いとのご指摘があ
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りましたが、この点につきましては、これまでも

何人かの議員の方々から同様の趣旨で一般質問な

されてきたところであります。落札率につきまし

ては、確かに率が低くなることにより発注額が節

約されるなど、評価される面もありますが、その

一方で低価格による落札は工事目的物の品質を確

保するのが難しくなり、たとえ品質が確保された

としても、下請や資材会社への値切りによるしわ

寄せ、また労働賃金にも影響を及ぼすおそれがあ

るなど、低い落札率に対してはさまざまな問題を

引き起こす可能性も指摘されているところであり

ます。

市で設定する予定価格は、設計図書で定められ

たとおりに工事目的物をつくる標準的な価格とし

て、標準積算基準書や物価資料に基づく建設資材

単価などを反映して算定しており、透明性、公平

性は十分に担保されているものであります。

落札率は、この予定価格をもとにそれぞれの業

者が工事目的物の品質等を十分に考慮して入札し

た結果の数字であると考えております。当市にお

ける入札制度につきましては、公共工事に対する

住民の信頼及び請負業者の育成、地域経済の活性

化を考慮し、地元企業を優先した指名競争入札を

採用しておりますが、平成21年度から新たに総合

評価指名競争入札制度を導入し、これまで以上に

公平性や透明性を図ってきたところであります。

今後におきましても、地元企業への発注を優先

した指名競争入札を基本とし、さらに総合評価指

名競争入札を積極的に取り入れてまいりたいと考

えておりますので、ご理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の第３点目、むつ総合病院のヘリ

ポート建設の進捗状況とむつ市の負担金の見込み

についてでありますが、むつ総合病院では医師に

よる速やかな救命医療の開始とあわせて、高度な

医療機関への迅速な搬送を可能とすることによる

重症救急患者の救命率向上を図るため、ドクター

ヘリ等が離発着できるヘリポート建設事業の調査

設計を実施しているところであります。現在むつ

総合病院との間で事業の細部について協議を進め

ている段階にありますことから、現時点において

はまだ負担金の見込み等についてお示しできる状

況にありませんので、ご理解を賜りたいと存じま

す。

次に、むつ市社会福祉協議会へのむつ市の補助

金の内容と決定の経緯についてのご質問にお答え

いたします。まず、補助金の規模、金額、内容に

ついてですが、市ではむつ市社会福祉協議会活動

費補助金交付要綱に基づき、社会福祉事業の能率

的運営と組織活動を促進し、地域社会の安定と福

祉の増進を図るため、社会福祉協議会が地域住民

のニーズにこたえ、個々の生活を支えるべく運営

展開しております低所得世帯等への資金の貸付事

業、ボランティア関係事業、地域住民のための生

活相談事業や結婚相談事業、その他住民参加によ

る地域福祉懇談会の開催等の各種事業に従事して

おります職員16名分の人件費等を活動費補助金と

。 、して交付しております 補助金額につきましては

平成22年度におきまして7,731万7,000円を交付

し、使途につきましては、職員16名分の人件費

7,704万7,000円、高額療養費貸付事務費１万円、

地域福祉活動事業費26万円となっております。

次に、補助金の予算決定についてですが、毎年

度予算編成の時期にむつ市社会福祉協議会から提

出されます要望資料に基づきまして、他の予算と

同様の手順により予算査定のうえ、当初予算に計

、 。上し その範囲内において交付決定しております

次は、財政再建についてであります。２つのご

質問については関連した内容ですので、答弁が前

後することをお許し願います。

まずご質問の第２点目、下北医療センターの大

畑診療所、川内診療所、脇野沢診療所等の総額約

45億円の不良債務とむつ市の負担について、具体
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的な解消計画を示せというお尋ねについてであり

ます。下北医療センターでは、資金不足比率が経

営健全化基準を超えていることから、財政健全化

法に基づき経営健全化計画を策定しているところ

であります。この計画では、各病院、診療所にお

いて、経費の節減を図りながら、一般会計からの

計画的な繰り入れにより平成24年度までに資金不

足比率を経営健全化の基準である20％より下回る

ことを目標とするとともに、平成25年度で不良債

務を解消するという計画となっております。この

中で、各病院、診療所の不良債務については、各

市町村が責任を持って解消することとなっている

ため、むつ市においても健全化計画に基づいて、

平成21年度末における下北医療センター全体の不

良債務約52億円のうち、川内、大畑及び脇野沢診

療所分約45億円の不良債務について解消に取り組

んでいかなければならないものと考えておりま

す。ただし、平成25年度までの不良債務解消は、

あくまでもむつ総合病院の資金剰余金を加味した

下北医療センター全体で見た場合であり、個別の

診療所で見た場合には、平成25年度末においても

なお不良債務を解消し切れない可能性もあります

ことから、すべての不良債務解消に向けて引き続

き取り組んでまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の第１点目、むつ総合病院の33億

円の未収金について、いつまでに負担金を支払う

のかとのご質問についてであります。このことに

つきましては、新谷泰造議員のこれまでの一般質

問にもお答えしておりますが、前段でお答えしま

したとおり、下北医療センターの経営健全化計画

に基づいた川内、大畑及び脇野沢の３診療所の不

良債務解消を最優先として取り組んでおりますこ

とから、経営健全化計画における不良債務の解消

が終了する平成26年度以降の支払いを予定してお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

、 、また 平成26年度以降の支払い計画については

債務負担の設定が平成34年までとなっております

ことから、それまでに解消できるように市の中長

期的な財政状況を見きわめながら策定してまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

次に、指定管理者制度についての１点目、ウェ

ルネスパークの指定管理についてと、２点目の陸

上競技場等のむつ地区体育施設の指定管理につい

ては、担当から答弁いたします。

〇議長（村中徹也） 民生部長。

〇民生部長（齋藤秀人） 指定管理者制度について

のご説明をさせていただきます。

ウェルネスパークの指定管理についての１点

目、市から指定管理料をもらい、赤字になる危険

もなく、さらに指定管理施設を無償で使用し、平

成19年度に1,370万円の自主事業における利益を

得ており、むつ市内の他の民間企業と比較して公

平性に反するのではないかのご質問でございます

けれども、当市はこの自主事業の実施についてで

すけれども、この施設の設置目的に合致し、かつ

本業務の実施を妨げない範囲において自己、すな

わち指定管理者の責任において、また指定管理者

の費用により自主事業を実施することができるも

。 、 、のとします また この事業の実施に当たっては

あらかじめ市の承諾を受けなくてはならないとい

うふうな規定のもとに行われてございます。

その内容についてですけれども、民間企業とし

ていろいろなアイデアと経営資源、または経営ノ

ウハウを持って事業を行っており、企業努力をも

って利益を創出するものであると考えてございま

す。本施設の自主事業は確かに投資は少なく、事

業を行うことができますが、この自主事業が利用

する市民に好評を得ており、利用者の増により利

益を生んだものと考えております。需要と供給が

合致し、事業展開してきたものと思ってございま
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す。

次に、ご質問の２点目の平成19年度の本体事業

と自主事業合わせまして、利益2,080万円が平成

21年度の２年後には400万円に減ったのは、指定

管理者に原因があったのではないか。さらに、平

成21年度から１団体になった理由は何かについて

のご質問にお答えいたします。

さきのむつ市議会第206回定例会でもお答えい

たしましたけれども、運営のノウハウが若干変わ

り、収入が減少し、支出においても備品の整備や

団体がかわったことによる営業費の増によるもの

。 、 、との報告を受けてございます また 平成21年度

２団体から１団体に移行した理由は何かとのこと

でございますけれども、ウェルネスパークの１期

目の指定管理者はグループでの指定管理をしてお

りましたけれども、２期目の公募に当たっては１

法人単独での申請となりました。選定委員会で選

定し、議会の御議決を賜り、指定管理者として平

成21年度以降指定したものでございます。

３点目の平成20年度の人件費の時給は同じなの

かというご質問でございますけれども、雇用され

ている職員の内容によりますけれども、パート、

アルバイトを含む有期職員は、業務の内容により

それぞれ異なっております。計算いたしますと、

時給が850円から1,200円の範囲ではないかと考え

。 、 、ます 正職員については 月給制でありますので

時給という給与体系がありませんことから、同じ

か違うかについては比較できないものと考えてご

ざいますので、ご理解願いたいと思います。

続いて、４点目の本社と兼務することはないの

か、また兼務する場合はどのように区別するのか

というふうなご質問でございますけれども、この

団体役員として兼務しておりますけれども、その

ほかの職員はすべてウェルネスパークの専従職

員、先ほども申し上げましたけれども、月給制の

正職員になっております。この団体役員の人件費

については、この勤務体制により案分して支出し

ておるというふうに報告を受けてございます。

次に、陸上競技場等のむつ地区体育施設の指定

管理についてのご質問の第１点目、赤字補てんの

基準とその審議経過を説明せよというお尋ねでご

ざいますけれども、この利用料金制と指定管理料

の関係を市としては指定管理制度の運用のための

指針というものを設けておりまして、その指針に

規定がございます。当初から黒字経営が見込まれ

る場合、また協定締結時の収支計画を著しく上回

る利益が生じた場合、指定管理者と協議のうえ、

増収分の一定割合を市に納付させることができる

こととし、その旨公募要綱及び協定書に明記をす

る必要があるということから、このたび平成22年

８月10日の指定管理者公募の説明会で配布してお

ります公募要綱にも記載いたしました。

この内容についてですけれども、指定期間中に

ついては、リフト利用料収入が市で積算した予想

額の90％に満たず、指定管理全体の収支に欠損が

生じた場合に協議のうえ補てんすると。また、リ

フト利用料が収入予定額の120％を超え、指定管

理全体の収支に剰余金が生じた場合は、協議のう

え市へ還付することとしております。

この基準の審議経過でございますけれども、市

で組織いたします指定管理者移行検討会で数回審

議されてございます。その内容については、リフ

ト利用料は天候に左右され、自主努力ではどうに

もならないことから不可抗力であり、全額補償す

べきではないかという意見も出されましたけれど

も、全額補償となれば、リフト収入の増収に係る

民間団体としての経営努力、これがなかなかうか

がえないというおそれがあることから、収入不足

により赤字になった場合はリフト利用料予想収入

額の90％までの補てん協議をいたしますが、予想

収入が120％を超え、さらに収支に剰余金が生じ

た場合は、超えた部分について返還等の協議をそ
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れぞれ行うこととしました。いずれにいたしまし

ても、これから協議がされていくというふうなも

のでございます。

ご質問の陸上競技場等むつ地区体育施設の指定

管理の２点目の平成21年度決算にある基本財産

906万円はどのような性質のものかというお尋ね

にお答えいたします。むつ地区体育施設の指定管

理団体の基本財産については、特定非営利活動法

人には資本金の制度がありませんので、さきの第

206回定例会での指定管理候補者の概要に記載さ

れております資本金または基本財産の金額は平成

21年12月31日の決算期においての流動資産となっ

ておりまして、現金、預貯金の性質のものであり

ますので、ご理解を賜りたいと思います。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） ３番。

〇３番（新谷泰造） まず、33億円の債務の答弁拒

否についてでございますが、私は204回の定例会

の会議録の125ページに記載されておりますとお

り、一般質問もきっちりしております。そして、

また聞き取りの際にも私はメモを持ってはっきり

と内容を言っております。ですから、市長、理事

者の聞き取りの側の落ち度ではないかと私は思い

ますけれども、聞き取り者の落ち度を質問者の落

ち度としているような責任転嫁と思われますが、

この点では次の質問に移らせていただきます。

後援会連合会会長について再質問いたします。

そもそも私は宮下市長の言う公務と政務の関係の

認識が問題なのではないかと思います。この宮下

市長の公務と政務の関係の認識に対する反論を、

私や問題意識を持ってむつ市政を監視している市

民の政治倫理感覚から詳細に述べさせていただき

ます。

まず宮下市長は、一部事務組合下北医療センタ

。 、ーの管理者であります これに対し三上史雄氏は

医療法人章士会の理事長及び社団法人むつ下北医

師会の会長であります。そして、下北医療センタ

ーから章士会及びむつ下北医師会に対し１億

7,800万円が交付されていることに政治倫理規範

上問題が発生する原因があるのであります。なぜ

三上史雄氏が宮下順一郎後援会連合会の会長に就

任することが政治倫理規範上問題になるのか説明

させていただきます。

下北医療センターと章士会は、大畑診療所につ

いて指定管理委託契約をしている。そして、指定

管理委託契約を締結する際に宮下市長は、大畑診

療所の改修費として下北医療センターを通じて章

士会に5,000万円を支出している。この章士会に

対する5,000万円の支払いは、宮下市長の公務で

ある。

次に、下北医療センターは、むつ下北医師会に

対しむつリハビリテーション病院の管理を委託し

ている。そして、このむつリハビリテーション病

院の運営補助金として、下北医療センターからむ

つ下北医師会に対し、平成20年に7,600万円、平

成21年度に5,200万円、合計１億2,800万円が補助

されている。この１億2,800万円の補助金の交付

も宮下市長の公務である。以上のように、公務に

おいて宮下市長と三上史雄氏は、宮下市長は下北

医療センター、これに対し三上史雄氏は章士会及

びむつ下北医師会のおのおの各団体の長として、

大畑診療所の改修費5,000万円とむつリハビリテ

ーション病院の運営補助金１億2,800万円との合

計金１億7,800万円について、宮下市長は支払う

側の下北医療センターの団体の長として、これに

対し三上史雄氏は、受け取る側の章士会及びむつ

下北医師会の団体の長として、お互いに１億

7,800万円について利害の対立する関係にある。

、 、すなわち 公務において宮下市長と三上史雄氏は

１億7,800万円について利害の対立する関係にあ

る。それにもかかわらず宮下市長が下北医療セン

ターの管理者として、職務権限により章士会の理
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事長及びむつ下北医師会の会長である三上史雄氏

に１億7,800万円の利益を与えた後、その１億

7,800万円の利益を供与したことを奇貨として、

三上史雄氏を宮下市長の宮下順一郎後援会連合会

の会長に就任させたことは、後援会長の選挙戦に

おける重要性から、政治倫理規範上問題がある。

すなわち、宮下市長の下北医療センターの管理者

としての職務権限により、１億7,800万円を章士

会の理事長及びむつ下北医師会の会長である三上

史雄氏に支払うということと、宮下市長が宮下順

一郎後援会連合会の会長に三上史雄氏に就任して

もらうこととの間には、三上史雄氏が章士会の理

事長及びむつ下北医師会の会長として１億

7,800万円の利益の供与を受けていることから、

社会通念上、一般的に宮下順一郎講演会連合会の

会長への就任を拒絶できない状態にあり、相当因

果関係がある。したがって、宮下市長の言う１億

7,800万円の支払いという公務と、宮下順一郎後

援会の連合会会長の就任という政務との間には、

社会通念上一般的に相当因果関係があり、後援会

長の選挙戦における重要性から、政治倫理規範上

問題があると思うところであります。宮下市長の

ご所見をお伺いいたします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） ご所見を伺うというふうな

ところをお尋ねでありますけれども、私がいかに

も１億七千数百万円を三上氏に利益を与えたとい

うふうな、まるでお金をお渡ししたような、聞い

ている限りではです、そういうふうな感じ取られ

方を私は感じ取りましたし、また議会の中でもそ

う思われたと思いますし、またラジオをお聞きに

なっている方も、そう思われたかもしれません。

そういうふうな今ご発言でありましたけれども、

そういうふうな事実は全くございません。まさし

、 、 、く今のご発言は 何か 余り言葉を激しく言うと

また議長からもおしかりをいただきますし、議事

進行の発言の対象になりますので、難しい表現、

何と言えばいいのかな、これは、何か被害を受け

ているような一つの思いに駆られた、そういうふ

うに拘泥させるような、私をその立場に追いやる

ような、非常にその立場に拘泥させるような論旨

の組み立て方でありまして、非常にこの発言は私

はいかがかなと、このように思います。

後援会、今前提となっている三上史雄氏の連合

後援会会長というふうな職務をお話をしておりま

すけれども、私には連合後援会というものはまだ

届け出もありません。登録もされておりません。

そういうふうなことでございます。

〇議長（村中徹也） ３番。

〇３番（新谷泰造） 私は、政治倫理規範上問題が

あるものと思うところですが、次の質問に移らせ

ていただきます。

指名競争入札の改革について再質問させていた

だきます。むつ市の指名競争入札540件のうち

4,000万円以上の65件の指名競争入札について調

査しますと、落札率が97％台が２件、96％台が

28件、95％台が20件、94％台が９件、93％台が１

、 、 、 、件 85％台が１件 84％台が１件 82％台が１件

77％台が１件であります。むつ市の4,000万円以

上の指名競争入札65件中９割以上の60件の

4,000万円以上の指名競争入札が93％から97％の

間の高い落札率です。宮下市長、これは何を意味

すると思いますか。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 第１点目のご質問、途中で

もう引っ込まれましたけれども、後で議長のお許

しをいただきまして、いかにも私が１億七千数百

万を三上氏に利益を供与したというふうな、まる

でそういうふうな形で、私自身の名誉を損ねるよ

うな趣旨のご発言だと私は思いますので、その部

分においては、もし議長のお許しをいただきまし

たら、その１億七千数百万ですか、そういうふう
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な工事の現金がいかにも渡ったような大変な発言

で、これは私にとっては非常に名誉を傷つけるよ

。 、うなご発言でございます こういうふうな発言を

こういうふうな形の公の場で、そして議場という

ふうな中でご発言をなさるのは、本当にいかがな

ものかと、このように思いますので、この部分に

おいて、議長のお取り計らいをいただきまして、

よろしかったら担当の部長のほうから、どういう

ふうな形でそれが工事として進められたのか、そ

ういうふうなところをお話をさせていただきま

す。

また、今九十数％のお話が、どう思いますかと

言われましても、事実として正確な形でご報告を

申し上げ、そして正式に、公平に入札を行い、決

定した金額でございます。

〇議長（村中徹也） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 先ほどの指定管理の件に

ついてでございますけれども、先ほど議員のほう

は、大畑診療所の問題につきまして、5,000万円

余の工事改修費が章士会のほうに渡ったのではな

いかというふうなお話、それからもう一つ、むつ

リハビリテーション病院につきましても医師会の

ほうに7,000万円渡っているのではないかという

ふうな趣旨のお話だったかと思いますけれども、

ちょっと誤解のないように、その枠組みを説明さ

せていただきたいと思いますが、大畑診療所にい

たしましても、むつリハビリテーション病院にい

たしましても、その病院の指定管理者制度という

のは、いわゆる枠組みとしては病院の医療収入、

いわゆる病院にかかりますと、患者さんが外来入

院等で払うお金があります。その収益でもって、

基本的にはそこの病院、診療所を運営してもらう

ということが基本でございまして、いわゆるその

部分においては患者さんたちが支払う収入を指定

管理者のほうで受け取ってもらって病院を経営し

てもらう、いわゆる利用料金制という、そういう

システムをとってございます。まず基本は、その

部分でやりくりしてもらって、それ以外の部分に

ついては、いわゆる医療の分野における市からの

支出は基本としてはない、あくまでも医業の収益

の範囲でやってもらう。先ほどの5,000万円は、

したがいまして施設等の改修費でございます。こ

れは、別に指定管理者に渡ったものではなくて、

下北医療センターの責任において工事等を施工し

たものであって、我々は下北医療センターに対し

、 。て負担金を支払うと そういうことでございます

むつリハビリテーション病院につきましても、

きのうでしたか、やはり同様の質問でご説明申し

上げましたけれども、むつリハビリテーション病

院の建物の保険料ですとか、あるいは消費税等、

それから医療機械等の元利償還金、この部分を下

。 、北医療センターが支払いしております ですから

市といたしましては、医療センターに対して負担

、 。金を支払っていると そういう趣旨でございます

〇議長（村中徹也） ３番。

〇３番（新谷泰造） では、指名競争入札に移らせ

ていただきます。

いわゆる談合疑惑が問題となるわけです。全国

市民オンブズマン連絡会議では、過去の談合訴訟

や公正取引委員会の審判、さらに全国落札率調査

を踏まえ、落札率95％以上を談合の疑いが極めて

強い、落札率90％以上を談合の疑いがあるとして

おります。これによると、むつ市の4,000万円以

上の指名競争入札約65件のうち、50件の指名競争

入札が談合の疑いが極めて強いことになります。

さらに、10件の指名競争入札が談合の疑いがある

ということになります。すなわち、むつ市の

4,000万円以上の指名競争入札65件のうち、60件

の９割以上が談合の疑いがあることになります。

全国調査の結果を見ると、真の競争入札、いわゆ

る一般競争入札が行われると落札率が80％になる

と考えています。そこで自由競争で落札率が80％
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台になる根拠を説明した後に、さらに質問いたし

ます。

第１に、日本弁護士連合会の2001年２月の入札

改革に関する提言と入札実態調査報告によると、

刑事記録に見る談合による落札率高騰メカニズ

ム、談合すると落札率98％、99％、自由競争する

と落札率は75％、80％になるとしております。

第２に、日本弁護士連合会の2003年７月の入札

制度改革に関する調査報告書によると、長野県は

入札制度改革前の平均落札率が96.4％であったの

が、改革後は75.5％となり、20％以上急落した。

宮城県は、改革前の平均落札率が95％であった

、 、 。のが 改革後は79.5％となり 15％以上急落した

その主な原因は、指名競争入札から制限つき一般

競争入札への制度改革である。この制限つき一般

競争入札へ制度改革の結果から、100社以上の業

者が入札に参加することが可能となる。談合は困

難となって、15％ないし20％程度落札率が下がる

と推定されるとしております。

第３に、全国市民オンブズマン連絡協議会が調

べた結果、全国落札率調査では、2004年度一般競

争入札を導入している宮城県、長野県の平均落札

率が、宮城県は78.6％、長野県は83.1％となって

おります。

第４に、公正取引委員会委員長である竹島一彦

氏は、平成18年２月22日の第164回国会の予算委

、 、員会で 過去の公正取引委員会が取り上げた談合

それからカルテルの件を数十件調査いたしまし

て、我々が立ち入りした前と後で落札価格がどう

変わったか。すなわち、落札率がどのように変わ

ったか、談合をやめてからどのくらい下がったか

を調べました。そのうち談合については18.6％と

推計が出てまいりました。ただ、これは単純平均

でございまして、数％のものから40％ぐらいまで

という非常に幅がございますが、単純平均で

18.6％ということでございますと述べておりま

す。

そこで再質問いたします。むつ市の指名競争入

札について、平成18年４月から平成23年１月まで

の過去４年９カ月間、約540件の指名競争入札の

平均落札率及び約540件の指名競争入札の総事業

費を調査しておりますか。

〇議長（村中徹也） 財務部長。

〇財務部長（下山益雄） 入札の結果につきまして

は、私どものほうで整理し、まとめて、その結果

につきましては議会のほうにもその結果を送ると

ともに、その年度等の平均等につきましては、私

どものほうで把握してございます。議員４分の３

は94％を占めているというふうなことをご指摘で

すけれども、その部分につきましては、私どもの

ほうも、それは間違いないだろうというふうな認

識でございます。

ただ、冒頭申し上げましたように、それはあく

までも一つの正規の入札を行った形のうえでの結

果というふうなことで私どもは受けとめてござい

ます。今議員は、数字のみをもちまして、その全

国のオンブズマンの指摘とか、あるいは日弁連の

回答を引用してのご指摘ですけれども、それはそ

の団体のいわゆる立場だというふうなことで思っ

てございます。我々としては、下がれば確かに冒

頭申し上げましたように、そのコストの削減とい

うことでは、税の節減は図られるということは冒

頭申し上げました。ただ、その結果弊害として工

事の品質が落ちますとか、あるいは下請業者への

しわ寄せとか、それから働いていらっしゃる方の

労働者の賃金に、その削減分のしわ寄せが行くと

いうふうなことの弊害を申し上げているところで

ございます。

〇議長（村中徹也） ３番。

〇３番（新谷泰造） 私が調査した結果、約540件

のむつ市の指名競争入札の平均落札率は94.56％

です。540件のむつ市の指名競争入札の総事業費
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は120億円です。仮に指名競争入札制度を改革し

て、一般競争入札にして15％落札率が下がったと

したら、125億円の15％、すなわち約18億円の経

費節減になります。思うに、電源立地地域対策交

付金等を実質上赤字補てんに使うだけが財政再建

ではなく、指名競争入札の改革こそが真の意味で

むつ市の財政再建につながるところと思うところ

であります。

以上、質問を終わります。

〇議長（村中徹也） これで新谷泰造議員の……

（ 議長、議事進行」の声あり）「

〇議長（村中徹也） 25番中村正志議員。

〇25番（中村正志） ありがとうございます。

たびたびこの談合問題については、新谷泰造議

員発言を行っておりますが、この疑いがあると議

場で発言をするのであれば、ご自身でその明らか

な証拠を明示し、発言すべきであると私は思いま

す。根拠のない、事実でない発言は取り消すべき

であると私は思います。

自身の技術力をもって公共工事を行った市内の

企業の名誉を著しく阻害するものであります。こ

のような発言は、断じて許されるものではないと

思います。よって、不適切な部分の発言の削除を

求める議事進行をさせていただきます。

〇議長（村中徹也） 私としては、ただいまの新谷

泰造議員の一般質問の中で疑惑という言葉を使っ

ておりますので、あくまでも一特定業者、特定の

個人を指定したものではありません。そして、地

方自治法には特定の個人でない限りは認めるべき

だということがあります。疑惑という言葉を使っ

ている限り、議事進行に当たらないと思いますの

で、却下いたします。

これで新谷泰造議員の質問を終わります。

午後２時……市長。

〇市長（宮下順一郎） 不規則な発言を申し上げて

申しわけございませんけれども、市長のほうから

こういうふうな発言は本来いかがかなと、こうい

うふうに思うのですけれども、議事進行の部分は

議長のお取り計らいで、そういうふうに決したわ

けでございますけれども、前段の部分で、私の名

誉を非常に損ねるようなご発言、そういうふうな

部分がございました。これは、ラジオをお聞きに

なっている方、またこの議場においでの議員、そ

してまた理事者、また傍聴席にもおいででござい

ます。非常にこれは私にとって、一方的に、ただ

話されて、質問されて、決めつけられている。私

には反問権は今現在議場ではございません。そう

いうふうなことも計算をしてのお話かもわかりま

せんけれども、この部分においてこの発言、私に

対しての、非常に自らを冒 されるような思いを瀆

した、そういうふうな思いがございますので、こ

の部分においては、議長のほうで取り計らいがで

きるかどうかわかりませんけれども、会議規則上

できるかどうかわかりませんけれども、私にとっ

ては非常に名誉を損なうようなご発言でございま

したこと、一言申し上げさせていただきたいと。

発言の許可をいただきましたことに、議長に感

謝申し上げます。

〇議長（村中徹也） 改めて議員に申し上げます。

ただいま市長から、自らの名誉に関し反論の言

葉がございました。もし名誉を傷つけたのであれ

ば、それなりの議会としての態度をとらなければ

いけません。

ただいまから議会運営委員会開催のため暫時休

憩をいたします。

午後 ２時２１分 休憩

午後 ３時０２分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

先ほどの議会運営委員会の結果については、後

日テープ、速記を起こして確認することにいたし



- 139 -

ましたので、ご了承願います。

また、本日この後一般質問を予定しておりまし

た大瀧次男議員については、月曜日の１番とし、

順次繰り下げたいと思います。月曜日５人、その

次４人、最後が２人としたいと思いますが、これ

にご異議のある方いらっしゃいますか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

、 、て 大瀧次男議員の一般質問は月曜日の１番とし

月曜日５人、次の日が４人、最終日が２人とした

いと思います。これに決定いたしました。

◎延会の宣告

〇議長（村中徹也） 本日の会議は、都合によりこ

れで延会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。

これで本日の会議を終わります。

午後 ３時０３分 延会
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